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同
一
目
的
と
考
え
ら
れ
る
業
務

が
所
属
課
間
（
町
民
課
、
環
境
保

健
課
、
福
祉
課
）
に
混
在
し
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
業
務
が
目

的
別
に
編
成
さ
れ
な
い
組
織
構
造

が
原
因
と
思
わ
れ
ま
す
。

業
務
を
全
て
洗
い
出
し
、
機
能

的
な
組
織
構
造
と
組
織
を
構
成
す

る
職
員
１
人
ひ
と
り
の
高
い
モ
ラ

ル
と
意
識
改
革
が
求
め
ら
れ
、
そ

の
こ
と
を
促
す
組
織
構
造
の
再
編

を
要
望
し
ま
す
。

③
受
け
手
側
の
意
識
の
転
換

社
会
保
障
関
係
は
自
然
増
が
明

白
で
、
町
単
独
施
策
も
加
わ
り
、

拡
大
傾
向
で
す
。
今
よ
り
さ
ら
に

質
の
高
い
、
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の

需
要
は
拡
大
す
る
で
し
ょ
う
。
し

か
し
、
そ
こ
に
は
限
界
が
あ
り
、

負
担
は
し
な
い
が
、
便
益
は
受
け

る
と
い
う
比
較
的
ゆ
と
り
の
あ
る

時
期
に
実
施
さ
れ
た
事
業
が
そ
の

ま
ま
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。
受

け
手
側
は
意
識
の
転
換
を
し
な
い

と
い
け
ま
せ
ん
。

ま
た
、
同
一
目
的
と
思
わ
れ
る

事
業
が
重
層
的
に
行
わ
れ
、
各
々

に
支
出
さ
れ
、
加
え
て
、
町
の
行

政
活
動
が
広
範
囲
に
わ
た
り
、
町

民
に
分
か
り
に
く
く
、
無
関
心
で

見
過
ご
し
て
し
ま
う
も
の
の
占
め

る
割
合
も
大
き
く
な
り
、
財
政
圧

迫
の
要
因
と
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
ど
ち
ら
も
見
直
す
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

２．
今
後
の
方
向

①
既
存
の
行
政
組
織
、
行
政
施
策
並

び
に
各
種
委
員
会
の
再
構
築

事
業
ご
と
に
、
対
象
者
、
執
行

者
、
場
所
、
財
源
並
び
に
将
来
像

（
目
標
）
を
誰
に
で
も
分
か
る
よ

う
に
明
確
に
し
、
網
の
目
の
よ
う

に
入
り
組
ん
で
い
る
事
業
を
ス
ッ

キ
リ
し
た
形
に
再
構
築
す
る
。
合

わ
せ
て
、
町
全
体
の
利
益
を
考
え

て
戦
略
判
断
を
す
る
機
能（
部
署
）

を
強
化
す
る
行
政
組
織
が
必
要
。

②
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
効
率
的

な
行
政
施
策
検
討
の
切
り
口
と
具

体
策ゼ

ロ
予
算
事
業
、
社
会
実
験
、

生
活
周
辺
産
業
（
医
療
、
教
育
、

環
境
な
ど
）
の
誘
致
・
育
成
及
び

活
用
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル

（
社
会
関
係
資
本
）
の
育
成
並
び

に
活
用
、
地
域
通
貨
（
エ
コ
マ
ネ

ー
）
の
研
究

産
業
土
木
部
会
総
括（
概
要
）

【
下
水
道
課
、建
設
課
、産
業
課
、水
道

課
の
所
管
事
務
】

１．
経
　
過

経
費
の
削
減
に
つ
い
て
は
、
数
値

と
し
て
具
体
的
に
示
す
こ
と
は
困
難

な
も
の
が
多
く
な
り
、
各
団
体
の
自

主
的
努
力
を
主
と
し
な
が
ら
、
補
助

金
削
減
が
可
能
と
考
え
ら
れ
る
も
の

に
つ
い
て
は
削
減
を
勧
告
し
、
市
町

村
合
併
と
政
府
の
行
政
改
革
の
方
向

で
は
、
今
後
必
要
性
が
極
め
て
少
な

く
な
る
と
思
わ
れ
る
各
種
協
議
会
、

陳
情
の
た
め
の
各
省
庁
の
慣
習
的
な

組
織
は
、
組
織
の
解
消
や
参
加
の
取

り
止
め
の
方
向
で
検
討
す
る
こ
と
を

要
望
し
て
い
る
。
積
立
金
が
あ
り
な

が
ら
借
入
金
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
高
い
借
入
金
を
返
済
し
、
大
き

な
利
子
削
減
を
図
る
こ
と
が
で
き
て

い
る
。

２．
改
革
の
基
本
方
向

過
去
の
推
計
か
ら
す
る
と
、
町
人

口
の
見
通
し
が
横
ば
い
、
ま
た
は
下

降
を
た
ど
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で

あ
り
、
今
後
の
努
力
を
見
込
み
な
が

ら
も
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
当
部
会
に

関
わ
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
進
め
ら
れ

る
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
が
、
事
業
を

起
こ
す
場
合
の
目
標
、
効
果
等
、
基

本
的
な
も
の
を
計
画
と
し
て
取
り
ま

と
め
た
う
え
で
行
う
必
要
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

特
に
政
府
の
補
助
金
、
交
付
税
が

減
額
と
な
る
中
で
は
、
再
度
方
向
性

を
見
直
す
と
と
も
に
、
特
色
を
持
っ

た
町
の
発
展
を
ど
う
図
り
、
ま
た
何

を
削
減
す
る
の
か
ビ
ジ
ョ
ン
を
持

ち
、
現
実
の
解
析
を
行
う
こ
と
が
必

要
と
な
っ
て
い
る
。

３．
課
　
題

①
美
作
台
地
開
発
の
問
題
（
荒
廃
地

と
水
の
利
用
）

②
畑
屋
、
為
本
の
町
有
地
の
利
用

③
工
業
団
地
へ
の
企
業
誘
致

④
水
道
水
の
効
果
的
な
利
用

日
量
最
大
１
万
２
千
ト
ン
は
、

現
在
の
水
準
の
人
口
が
減
る
中
で

は
、数
千
ト
ン
が
余
裕
と
な
る
が
、

負
担
金
が
必
要
で
あ
る
。
利
用
計

画
の
立
案
、
実
現
の
方
法
、
目
標

年
、
方
針
の
転
換
な
ど
検
討
の
必

要
が
あ
る
の
で
は
。

⑤
高
齢
化
が
進
む
農
業
の
振
興
と
中

山
間
地
の
保
全
・
他
産
業
よ
り
の

転
進
。

⑥
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
安
定
性
の
向
上

と
上
下
水
道
の
一
体
的
な
利
用
計

画
。

⑦
町
の
宅
地
地
域
等
の
見
直
し
。

⑧
Ｉ
Ｔ
化
に
対
し
て
は
、
費
用
と
時

間
を
多
大
に
か
け
る
の
で
は
な

く
、
効
率
と
利
用
見
通
し
に
基
づ

い
て
行
う
。

⑨
職
員
の
能
力
向
上
と
外
注
に
対
す

る
考
え
方

受
託
者
を
監
督
で
き
る
技
術
的

水
準
を
確
保
し
、
町
民
サ
ー
ビ
ス

を
向
上
さ
せ
な
が
ら
、
よ
り
効
率

的
な
運
営
を
図
り
、
全
体
と
し
て

経
費
の
削
減
が
で
き
る
よ
う
な
取

り
組
み
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

⑩
特
区
制
度
の
利
用
も
含
め
た
農
業

振
興
地
域
の
見
直
し

都
市
計
画
用
途
地
域
の
見
直
し

と
合
わ
せ
て
、
町
南
部
農
業
振
興

地
域
の
除
外
手
続
き
を
簡
素
化

し
、
民
間
開
発
に
配
慮
す
る
。

⑪
次
期
振
興
計
画
で
は
数
値
目
標
を

掲
げ
、事
後
評
価
を
可
能
に
す
る
。

⑫
今
後
は
建
設
事
業
費
の
厳
し
い
推

移
が
見
込
ま
れ
、
道
路
改
良
に
つ

い
て
は
従
来
の
陳
情
・
要
望
偏
重

の
事
業
実
施
か
ら
地
元
協
力
体

制
・
緊
急
性
・
事
業
効
果
等
を
重

視
し
た
基
準
を
設
定
し
、
計
画
的

に
実
施
す
る
手
法
を
検
討
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

４．
今
後
の
方
向

行
政
改
革
は
合
併
の
い
か
ん
を
問

わ
ず
、
時
代
の
変
化
と
社
会
情
勢
に

見
合
っ
た
、
住
民
が
安
心
し
て
将
来

に
希
望
を
持
っ
て
住
め
る
町
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア

ン
ド
・
ビ
ル
ド
と
し
て
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
、
特
に
現
在
の
行
政
改
革

を
実
り
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
に

は
、
『
基
本
方
向
』
（
目
的
・
効
果
）

に
つ
い
て
の
検
討
と
そ
れ
の
実
現
に

つ
い
て
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
部
分
と
ビ
ル

ド
部
分
を
見
極
め
な
が
ら
、
削
減
と

転
換
を
大
胆
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
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まちの
将来を考える

－シリーズ市町村合併－��

勝央町行政改革推進委員会が第１次の答申�

まちの
将来を考えるまちの
将来を考える

３
月
１８
日
、
勝
央
町
行
政
改
革

推
進
委
員
会
（
前
原
秀
規
会
長
）

か
ら
西
田
町
長
へ
、
勝
央
町
行
政

改
革
大
綱
策
定
の
第
１
次
答
申
が

さ
れ
ま
し
た
。

同
委
員
会
で
は
、
昨
年
１０
月
に

諮
問
を
受
け
て
以
来
、
検
討
を
重

ね
て
き
ま
し
た
が
、
第
１
段
階

（
経
費
削
減
と
問
題
点
の
洗
い
出

し
）
と
第
２
段
階
（
町
の
将
来
の

方
向
）
の
方
法
で
検
討
す
る
方
針

が
出
さ
れ
、
今
回
第
１
段
階
の
答

申
が
さ
れ
た
も
の
で
す
。

今
回
は
、
各
部
会
総
括
の
概
要

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

③
優
先
順
位
を
町
民
と
行
政
が
一
体

と
な
っ
て
考
え
る
。

④
利
害
関
係
発
生
が
予
測
さ
れ
る

が
、
町
民
の
視
線
で
将
来
を
見
す

え
た
考
え
で
進
む
。

⑤
進
捗
状
況
の
逐
次
町
民
へ
の
報

告
。

⑥
改
革
で
の
弊
害
発
生
時
の
早
期
見

直
し
、
検
証
の
実
施
。

３．
課
　
題

①
全
庁
で
の
口
座
振
替
の
推
進
。

②
全
庁
で
の
徴
収
体
制
の
整
備
。

③
全
庁
で
の
電
算
処
理
体
制
。

④
現
在
の
町
営
住
宅
の
あ
り
か
た
。

⑤
職
員
の
能
力
開
発
及
び
組
織
。

⑥
役
場
の
機
構
・
施
設
の
統
合
・
再

編
及
び
民
間
委
託
・
嘱
託
職
員
等

の
導
入
。

⑦
常
備
消
防
と
非
常
備
消
防
の
関
係

及
び
地
域
の
防
火
体
制
。

⑧
住
民
に
対
す
る
情
報
公
開
。

⑨
町
有
資
産
の
活
用
。

４．
今
後
の
方
向

行
政
の
改
革
は
高
度
成
長
も
終
わ

り
、
バ
ブ
ル
も
弾
け
、
急
激
な
時
代

の
変
化
・
社
会
情
勢
等
の
変
化
に
柔

軟
に
対
応
す
る
た
め
普
段
に
努
力
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
町
民
が
将

来
に
わ
た
っ
て
夢
と
希
望
を
持
ち
、

外
部
か
ら
も
住
み
た
い
と
希
望
さ
れ

る
町
づ
く
り
の
た
め
に
、
常
に
町
民

の
立
場
に
立
っ
た
考
え
で
改
革
を
進

め
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

民
生
文
教
部
会
総
括（
概
要
）

【
町
民
課
、環
境
保
健
課
、福
祉
課
、教

育
委
員
会（
学
事
課
、社
会
教
育
課
、

各
小
中
学
校
）の
所
管
事
務
】

１．
審
議
過
程
で
の
改
善
点

①
政
策
目
標
と
事
業
評
価

限
ら
れ
た
財
源
で
の
、
予
算
の

配
分
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
物

差
し
で
配
分
を
行
う
の
か
、
は
っ

き
り
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。第

１
の
物
差
し
は
、
実
施
す
る

政
策
目
標
を
明
確
に
し
て
、
ど
の

よ
う
な
成
果
を
実
現
す
る
の
か
、

町
民
に
分
か
り
や
す
く
情
報
を
提

供
す
る
こ
と
、第
２
の
物
差
し
は
、

そ
の
情
報
を
評
価
し
て
、
政
策
の

取
捨
選
択
と
優
先
順
位
の
決
定
を

町
民
と
の
協
働
で
実
行
す
る
こ
と

で
す
。

町
行
政
で
は
、
こ
れ
ま
で
個
々

の
事
務
事
業
に
つ
い
て
、
評
価

（
査
定
）
し
て
き
た
と
思
い
ま
す

が
、
町
民
サ
イ
ド
に
立
っ
て
成
果

を
み
る
と
い
う
姿
勢
は
希
薄
で
は

な
か
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

今
後
は
、
政
策
の
全
体
像
を
明
確

に
、
目
指
す
成
果
を
は
っ
き
り
さ

せ
、
正
確
な
評
価
の
で
き
る
政
策

展
開
を
要
望
し
ま
す
。

②
組
織
機
構
の
再
編

総
務
部
会
総
括（
概
要
）

【
議
会
事
務
局
、総
務
課
、税
務
課
、出

納
室
の
所
管
事
務
】

１．
経
　
過

三
位
一
体
の
改
革
を
受
け
、
地
方

交
付
税
の
見
直
し
、
国
庫
補
助
・
負

担
金
の
削
減
の
大
き
な
嵐
の
中
で
限

ら
れ
た
財
源
を
い
か
に
有
効
に
使

い
、
勝
央
町
の
生
活
水
準
を
落
と
す

こ
と
な
く
、
平
和
で
活
力
あ
る
勝
央

町
を
永
遠
に
継
続
す
る
と
い
う
点
に

つ
い
て
は
町
民
の
皆
さ
ん
に
も
賛
同

い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
町
民
の
視
線
で

経
費
削
減
の
見
直
し
を
図
り
、
無
駄

な
経
費
支
出
を
排
除
し
、
統
一
、
統

合
で
き
る
経
費
支
出
は
１
本
化
を
進

め
、
廃
止
で
き
る
経
費
支
出
は
早
急

に
廃
止
の
方
向
で
検
討
し
ま
し
た
。

そ
の
う
え
で
企
業
誘
致
に
よ
る
雇

用
の
拡
大
、
地
場
産
業
の
振
興
、
美

作
台
地
の
有
効
活
用
、
新
し
い
産
業

の
開
発
を
通
じ
て
、
若
者
の
定
住
を

促
進
し
、
財
源
の
さ
ら
な
る
確
保
を

図
り
、
そ
れ
ら
を
町
民
全
体
に
還
元

で
き
る
こ
と
を
目
指
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

２．
改
革
の
基
本
指
針

①
実
施
予
定
改
革
内
容
を
行
政
側
か

ら
町
民
に
周
知
徹
底
を
図
る
。

②
ま
ず
行
政
自
身
が
改
革
の
見
本
を

町
民
に
示
す
。

▲前原行政改革推進委員会長（左）から答申を受け取る西田町長（右）
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個
人
情
報
保
護
条
例
の
制
定

【
Ｐ
１８
参
照
】

町
長
、
助
役
及
び
収
入
役
の
給
与
条
例
の
改
正

平
成
１６
年
度
に
引
き
続
き
、
平
成
１７
年
度
中

に
お
い
て
、
町
長
の
給
料
を
月
額
５
万
円
、
助

役
の
給
料
を
月
額
１
万
５
千
円
、
収
入
役
の
給

料
を
月
額
１
万
円
引
き
下
げ
る
も
の
。

教
育
長
の
給
与
及
び
勤
務
時
間
等
条
例
の
改
正

平
成
１６
年
度
に
引
き
続
き
、
平
成
１７
年
度
中

に
お
い
て
、
教
育
長
の
給
料
を
月
額
１
万
円
引

き
下
げ
る
も
の
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
財
政
調
整
基
金
条
例

の
改
正

こ
の
会
計
の
決
算
見
込
み
に
お
い
て
財
源
が

著
し
く
不
足
す
る
場
合
は
、
補
て
ん
に
充
て
ら

れ
る
よ
う
改
正
す
る
も
の
。

少
子
化
対
策
臨
時
特
例
交
付
金
基
金
条
例
等
の

廃
止少

子
化
対
策
臨
時
特
例
交
付
金
基
金
条
例
、

学
術
文
化
振
興
基
金
条
例
、
文
化
セ
ン
タ
ー
等

建
設
基
金
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
。

公
民
館
の
設
置
、
管
理
等
条
例
の
改
正

図
書
室
、
結
婚
式
場
の
室
名
及
び
使
用
料
金

の
改
正
。

父
子
家
庭
激
励
金
支
給
条
例
の
改
正

児
童
扶
養
手
当
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
所
得

制
限
限
度
額
を
超
え
る
と
き
は
激
励
金
を
支
給

し
な
い
こ
と
に
改
正
。

岡
山
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
等
の
解
散

及
び
岡
山
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の
設
立

一
般
会
計

６５
万
３
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
６３
億
５，

３
０
８
万
円
と
す
る
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

４，
３
７
９
万
２
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を

９
億
７，
７
７
６
万
７
千
円
と
す
る
。
主
な
も

の
は
、
一
般
被
保
険
者
療
養
給
付
費
、
退
職
被

保
険
者
療
養
給
付
費
な
ど
。

交
通
災
害
共
済
特
別
会
計

１７
万
４
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
６
８
３
万

４
千
円
と
す
る
も
の
。

公
共
下
水
道
特
別
会
計

３，
５
８
３
万
円
を
減
額
し
、
総
額
を
１３
億

６
４
１
万
円
と
す
る
。
主
な
も
の
は
、
工
事
請

負
費
の
減
額
。

農
業
集
落
排
水
特
別
会
計

９
０
９
万
円
を
減
額
し
、
総
額
を
１
億
１，

０
２
１
万
円
と
す
る
も
の
。
主
な
も
の
は
、
予

備
費
の
増
額
、
委
託
料
の
減
額
な
ど
。

心
身
障
害
者
自
立
更
生
施
設
特
別
会
計

２０
万
４
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
４
９
０
万

６
千
円
と
す
る
も
の
。

老
人
保
健
特
別
会
計

２，
７
８
０
万
９
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を

１４
億
９，
１
６
５
万
３
千
円
と
す
る
。
主
な
も

の
は
、
医
療
費
給
付
費
の
増
額
。

勝
央
町
介
護
保
険
特
別
会
計

１，
３
７
６
万
８
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を

７
億
５，
４
９
７
万
１
千
円
と
す
る
。
主
な
も

の
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
、
予
備
費
の
増

額
な
ど
。

勝
田
郡
精
神
障
害
者
地
域
生
活
支
援
特
別
会
計

２０
万
２
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
２，
３
１

９
万
５
千
円
と
す
る
も
の
。

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
特
別
会
計

１
０
３
万
４
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
７，

０
４
２
万
６
千
円
と
す
る
。

上
水
道
会
計

収
益
的
収
支
の
総
額
に
５０
万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
３
億
５，
９
６
１
万
４
千
円
と
し
、
資

本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
に
対
し
て
の
不

足
分
を
過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
で
補
て

ん
す
る
金
額
１
億
７，
３
５
９
万
１
千
円
を
５

億
１，
７
０
０
万
６
千
円
に
改
め
る
も
の
。

区
域
外
の
公
の
施
設
設
置

勝
田
町
簡
易
水
道
配
水
施
設
、
美
作
町
上
水

道
配
水
施
設
を
勝
央
町
内
に
設
置
す
る
も
の
。

施
設
設
置
案
件

補

正

予

算

条

例

案

件

勝
央
町
税
条
例
の
一
部
改
正

固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
等
の
字
句
を
訂

正
す
る
も
の
。

一
般
会
計
補
正
予
算

予
算
の
増
減
は
な
く
費
目
の
変
更

岡
山
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
等
へ
の
加

入
脱
退
等

岡
山
県
市
町
村
税
整
理
組
合
規
約
の
変
更

岡
山
県
広
域
水
道
企
業
団
規
約
の
変
更

市
町
村
合
併
に
伴
う
市
町
村
数
の
減
少
及
び

規
約
の
改
正

専

決

処

分

ま
し
た
岡
山
中
央
陸
運
倉
庫（
株
）と（
株
）オ
ガ

ワ
エ
コ
ノ
ス
が
、
そ
れ
ぞ
れ
２
月
と
３
月
に
操

業
を
開
始
す
る
な
ど
、
景
気
の
低
迷
等
に
よ
り

長
い
間
停
滞
し
て
い
た
企
業
誘
致
も
昨
年
か
ら

今
年
に
か
け
て
、
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、
団
地
内
の
広
い
土
地

を
買
う
だ
け
買
っ
て
、
工
場
の
建
設
が
さ
れ
て

い
な
い
土
地
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ら
の
土

地
に
で
き
る
だ
け
早
く
、
工
場
建
設
、
そ
し
て

操
業
に
入
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
残
り
の
新

勝
央
工
業
団
地
の
土
地
は
３
６，
８
０
０
㎡
程

度
だ
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
残
り
の
土
地
に
つ

い
て
も
、
企
業
誘
致
に
力
を
注
ぐ
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
の
で
、あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て
、

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

岡
山
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
、
互
助

組
合
、
非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償
組
合
を
解

散
し
、
岡
山
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
設
立

し
、
事
務
及
び
財
産
を
承
継
す
る
も
の
。

勝
田
郡
老
人
福
祉
施
設
組
合
規
約
の
変
更

勝
田
郡
精
神
障
害
者
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

の
設
置
、
維
持
管
理
の
事
務
委
託
規
約
の
変
更

市
町
村
合
併
に
伴
い
規
約
の
変
更
を
す
る
も

の
。
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昨
年
１０
月
２９
日
、
勝
央
町
行
政
改
革
推
進
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
３
部

会
で
、
延
べ
日
数
約
３０
日
、
延
べ
人
数
３
０
０

人
を
超
し
て
、
広
範
に
わ
た
っ
て
議
論
を
重
ね

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
３
月
末
ま
で
に
は
、

第
１
次
答
申
が
い
た
だ
け
る
も
の
と
思
っ
て
い

ま
す
。
答
申
を
い
た
だ
く
ま
で
も
な
く
、
今
回

の
予
算
編
成
に
お
い
て
も
経
費
の
節
減
等
に
努

め
て
き
ま
し
た
が
、
報
酬
等
の
人
件
費
、
額
に

つ
い
て
は
答
申
を
い
た
だ
い
た
う
え
で
報
酬
審

議
会
で
決
定
を
い
た
だ
き
、条
例
改
正
を
行
い
、

予
算
に
反
映
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
予
算
案
に
は
、
報
酬
等
の
人
件
費
等

に
つ
い
て
は
、
前
年
並
み
で
計
上
し
て
い
ま
す

が
、
年
度
途
中
で
の
改
定
も
あ
り
得
る
と
ご
理

行
政
改
革
の
推
進

解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
、
奈
義

町
と
の
事
業
連
携
に
よ
る
経
費
の
削
減
も
含
め

て
、
さ
ら
に
事
業
目
的
、
成
果
を
整
理
評
価
す

る
こ
と
に
よ
る
徹
底
し
た
見
直
し
も
強
く
進
め

る
必
要
も
あ
り
ま
す
。

昨
年
か
ら
国
が
行
っ
て
い
ま
す
三
位
一
体
の

改
革
の
う
ち
、
地
方
へ
の
税
源
財
源
委
譲
が
ど

の
よ
う
な
形
で
さ
れ
る
の
か
、
ど
の
程
度
の
金

額
に
な
る
の
か
、
確
定
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
な
状
況
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
も
理
解
し
て

い
た
だ
き
な
が
ら
、
し
ば
ら
く
は
、
我
慢
し
、

耐
え
な
が
ら
、
慎
重
に
国
や
県
の
動
向
を
見
極

め
、
行
政
改
革
推
進
委
員
会
の
答
申
、
お
知
恵

も
お
借
り
し
て
、
そ
れ
ら
を
具
体
化
す
る
こ
と

に
よ
る
効
果
も
併
せ
て
財
政
見
通
し
を
建
て
、

必
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
補
正
予
算
等
で
対
応

す
る
必
要
も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

い
よ
い
よ
４
月
か
ら
は
、
岡
山
県
広
域
水
道

企
業
団
か
ら
水
の
供
給
を
受
け
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
曽
井
間
山
地
区
調
整
池
も
完
成
し
て
、

試
験
湛
水
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
よ
り

も
水
圧
が
高
く
な
る
関
係
か
ら
、
現
在
、
減
圧

弁
の
設
置
工
事
を
し
て
い
ま
す
。
同
企
業
団
の

水
へ
の
切
り
替
え
は
、
４
月
か
ら
順
次
行
い
、

５
月
下
旬
頃
ま
で
に
は
完
了
す
る
予
定
で
す
。

今
後
は
、
同
企
業
団
へ
受
水
費
を
支
払
う
こ
と

に
な
り
、
新
た
な
コ
ス
ト
も
発
生
す
る
こ
と
に

な
る
の
で
、
よ
り
効
率
的
な
経
営
、
漏
水
の
早

期
発
見
・
対
応
等
、
有
収
率
の
向
上
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

勝
央
町
は
大
き
な
工
業
団
地
を
抱
え
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
企
業
が
我
が
町
の
大
量
の
上
水

を
使
用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
企
業
に
将
来

に
わ
た
っ
て
上
水
を
安
定
的
に
供
給
す
る
こ
と

は
至
上
の
使
命
だ
と
思
い
ま
す
し
、
今
後
の
企

業
誘
致
に
も
必
要
不
可
欠
な
こ
と
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。【
Ｐ
８
参
照
】

の
具
申
を
受
け
、
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
方
向

性
を
固
め
た
よ
う
で
す
。
ま
だ
正
式
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
北
部
３
校
（
植

月
、
吉
野
、
古
吉
野
）
を
統
合
し
て
、
町
内
小

学
校
を
北
部
と
南
部
の
２
校
と
す
る
。
統
合
の

時
期
は
、
平
成
２０
年
４
月
１
日
、
校
舎
の
位
置

は
、
田
井
地
内
の
旧
勝
央
中
学
校
跡
地
付
近
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、

勝
間
田
小
学
校
の
耐
震
補
強
工
事
等
、
改
築
工

事
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

私
と
し
ま
し
て
も
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
に

関
す
る
大
変
重
大
な
問
題
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
議
会
の
皆
さ
ん
に
も
で
き
る
だ
け
早

い
機
会
に
特
別
委
員
会
を
立
ち
上
げ
る
べ
く
お

願
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
う
え

で
、
ど
の
よ
う
な
形
で
具
体
化
さ
せ
て
い
く
か

検
討
協
議
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

施

政

方

針

岡
山
県
広
域
水
道
企
業
団
の
水
に

切
り
替
え

昨
年
１１
月
、
教
育
委
員
長
は
学
校
適
正
規
模

配
置
（
統
廃
合
）
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

将
来
に
わ
た
っ
て
の
児
童
数
の
推
移
等
の
資
料

を
元
に
慎
重
に
意
見
交
換
を
行
い
、
意
見
集
約

を
図
り
、
１
月
、
教
育
委
員
会
に
具
申
書
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。
教
育
委
員
会
と
し
て
も
、
こ

北
部
小
学
校
の
統
廃
合

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、地
域
の
活
性
化
、

活
力
を
も
た
ら
す
た
め
に
は
、
若
者
の
定
住
化

を
図
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
若
者
の
雇
用
の
機
会
、
働
く
場
所
が

必
要
と
い
う
こ
と
で
、
企
業
誘
致
に
力
を
注
い

で
き
ま
し
た
。

今
年
に
入
っ
て
か
ら
の
新
勝
央
工
業
団
地
の

立
地
状
況
は
、
１
月
２１
日
に
福
島
工
業
（
株
）

と
立
地
協
定
を
締
結
し
、
そ
し
て
、
３
月
２５
日

に
佐
用
池
田
電
機（
株
）と
立
地
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
、
立
地
協
定
を
締
結
し

企
業
誘
致
の
状
況

議会報告

平成１７年勝央町議会第１回定例
会が３月７日から１０日間の会期で
開催されました。
町長の施政方針に続いて、専決

処分案件６件、条例・規約案件１３
件、公の施設の区域外設置案件２
件、平成１６年度補正予算案件１１件、
平成１７年度予算案件１３件が上程さ
れ、原案のとおり可決されました。

平
成
１７
年

勝
央
町
議
会

第
１
回
定
例
会

おかやま国体まであと２０５日
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議　会
報　告

特
別
会
計

特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
合
計
で

対
前
年
度
１
億
１，

７
４
６
万
６
千

円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、
対

前
年
度
８，

３
６
３
万
４
千
円
の
増

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
医

療
費
の
伸
び
が
原
因
で
す
。

老
人
保
健
特
別
会
計
は
、
対
前
年

度
５
６
７
万
２
千
円
の
減
額
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
老
人
保
健
の

対
象
者
が
７５
歳
ま
で
は
前
期
高
齢
者

と
し
て
各
保
険
の
対
象
に
な
る
制
度

改
正
に
よ
る
も
の
で
す
。

介
護
保
険
特
別
会
計
は
、
対
前
年

度
４，

４
５
２
万
３
千
円
の
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。
要
介
護
者
の
増
が

原
因
で
す
。

公
共
下
水
道
特
別
会
計
は
、
対
前

年
度
２
億
１，

３
８
０
万
円
の
増
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
終
末

処
理
場
の
機
械
、
電
気
設
備
の
更
新

工
事
よ
る
も
の
で
す
。

上
水
道
会
計
は
、
対
前
年
度
４
億

５，

０
２
６
万
７
千
円
の
減
額
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
岡
山
県
広

域
水
道
企
業
団
加
入
に
よ
り
１
昨
年

か
ら
配
水
管
の
増
径
等
の
工
事
を
順

次
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
ほ
ぼ
完
了

し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
そ
の

他
の
特
別
会
計
は
、
ほ
ぼ
前
年
並
み

の
状
況
で
す
。

会　　計　　別�

一般会計�

特別会計�

合　　　計�

●特別会計予算�
会　　計　　別�

住宅新築資金等貸付�

心身障害者自立更生施設�

介護認定審査会�

精神障害者地域生活支援�

国民健康保険�

老人保健�

介護保険�

交通災害共済�

公共下水道�

農業集落排水�

宅地造成�

上水道�

平成16年度予算額� 比 較 増 減� 伸び率（％）�

58億700万円� △13億6,100万円� △23.4

60億769万8千円� △1億1,746万6千円� △2.0

118億1,469万8千円� △14億7,846万6千円� △12.5

平成16年度予算額� 比 較 増 減� 伸び率（％）�

4,549万3千円� △659万7千円� △14.5

500万円� △258万円� △51.6

2,339万7千円� 4万9千円� 0.2

488万2千円� 1万4千円� 0.3

8億5,676万8千円� 8,363万4千円� 9.8

565万4千円� △17万8千円� △3.1

14億3,505万7千円� △567万2千円� △0.4

7億2,015万5千円� 4,452万3千円� 6.2

13億4,815万円� 2億1,380万円� 15.9

1億112万円� 279万円� 2.8

2億6,211万7千円� 301万8千円� 1.2

11億9,990万5千円� △4億5,026万7千円� △37.5

平成17年度予算額�

44億4,600万円�

58億9,023万2千円�

103億3,623万2千円�

平成17年度予算額�

3,889万6千円�

489万6千円�

242万円�

2,344万6千円�

9億4,040万2千円�

14億2,938万5千円�

7億6,467万8千円�

547万6千円�

15億6,195万円�

1億391万円�

2億6,513万5千円�

7億4,963万8千円�

●会計別予算�

0

1,000

1,100

1,200

1,300

1,400

1,500

1,600

1,700

1,800

（百万円）�
1,900

Ｈ12年度�Ｈ13年度�Ｈ14年度�Ｈ15年度�Ｈ16年度�Ｈ17年度�

1,8081,808

1,7091,709

1,649

1,697

1,3961,396

1,8091,809

1,262

1,660

1,2231,223

1,6351,635

1,0101,010

1,6081,608

1,808

1,709

1,649

1,697

1,396

1,809

1,262

1,660

1,223

1,635

1,010

1,608

地方交付税�
町　税�

Ｈ10～Ｈ15決算数値�
Ｈ16 決算見込数値�
Ｈ17 当初予算数値�

Ｈ12年度�Ｈ13年度�Ｈ14年度�Ｈ15年度�
0

20

40

60

80

100

120

140

（億円）�
160

企業会計分�
普通会計分�

※数値は決算数値。Ｈ１６年度は未確定のため掲載していません。�
　地方債は、皆さんの恒久的な福祉の向上のために施設建設（道�
　路、学校、下水道などの都市基盤）に活用される借入金です。�
　また、地方債には、将来的に施設を利用する町民の皆さんにも�
　返済を負担していただき、世代間の公平を図る重要な役割があ�
　ります。なお、地方債の返済は将来の経常的経費になるため、�
　計画的な借り入れに努めています。�

155億4,611万6千円�

地方交付税と町税の推移地方債残高の推移
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歳入�
44億4,600万円�

歳出�
44億4,600万円�

町税�
16億808万6千円�

36.2％�

繰入金�
3億4,448万8千円�

7.7％�

繰越金�
1億円�
2.3％�

国庫支出金�
1億1,243万4千円�

2.5％�

県支出金�
3億3,505万8千円�

7.5％�

地方消費税交付金�
1億1,107万3千円�

2.5％�

地方交付税�
10億1千万円�

22.7％�

町債�
3億6,280万円�

8.2％�

地方譲与税�
1億4,750万円�

3.3％�

自動車取得税交付金など�
9,434万4千円�

2.2％�

分担金・負担金�
1億2,166万円�

2.7％�

人件費�
10億8,244万円�

24.3％�

公債費�
6億1,817万9千円�

13.9％�

繰出金�
7億4,163万　�
　　　9千円�

16.7％�

投資・出資金�
1億2,136万8千円�

2.7％�

災害復旧費など�
4,042万9千円�

1.0％�

諸収入など�
9,855万7千円�

2.2％�

物件費�
5億3,992万6千円�

12.1％�
補助費など�

6億1,244万5千円�
13.8％�

扶助費など�
3億8,832万8千円�

8.7％�

普通建設事業費�
3億124万6千円�

6.8％�

自�依�

存� 主�

財�

経�

常�

的�

経�費�

的�
時�臨�

経�
費�

財�

源�
源�

51.1％�

72.9％�

27.1％�

48.9％�

議　会
報　告

《
町
長
の
施
政
方
針
か
ら
》

一
般
会
計

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
が
、
４４
億

４，

６
０
０
万
円
で
平
成
１６
年
度
に

比
べ
て
、
１３
億
６，

１
０
０
万
円
の

減
額
、
率
に
し
て
２３
・
４
％
と
い
う

大
幅
な
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
主
な
要
因
は
、
一
連
の
文
化
施
設

の
建
設
事
業
が
完
成
し
た
こ
と
に
よ

る
勝
央
文
化
ホ
ー
ル
建
設
費
が
５
億

３
千
円
の
減
額
、
上
水
道
の
岡
山
県

広
域
水
道
企
業
団
へ
の
加
入
に
伴
う

出
資
金
が
約
６
億
８，

４
０
０
万
円

の
減
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

平
成
１７
年
度
予
算
も
昨
年
に
引
き

続
き
国
の
三
位
一
体
の
改
革
等
に
よ

り
、
大
変
厳
し
い
予
算
編
成
を
迫
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
地
方
自

治
体
も
国
の
財
政
悪
化
の
余
波
を
受

け
て
、
行
財
政
改
革
に
真
剣
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
、
さ
ら
に
事

務
事
業
の
見
直
し
、
組
織
・
機
構
の

簡
素
・
効
率
化
、
外
郭
団
体
の
統
廃

合
等
、
人
件
費
の
適
正
化
も
含
め
ま

し
て
、
町
組
織
の
ス
リ
ム
化
に
向
け

た
行
財
政
全
般
に
わ
た
る
改
革
を
積

極
的
に
か
つ
計
画
的
に
進
め
る
こ
と

が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

限
ら
れ
た
財
源
で
の
予
算
編
成
で

す
の
で
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

平
成
１７
年
度
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。
予
算
の
内
容
に
つ
い
て
、

一
般
会
計
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【町　税】
町民の皆さんから納めていただく税金や会社の
法人町民税など

【繰入金】
各種基金等から一般会計へ繰り入れるお金

【諸収入】
他の収入科目に含まれない収入を包括したもの

【地方交付税】
国の所得税、法人税、酒税などを一定割合で町
の財政需要に応じて一定の基準に基づき、国か
ら交付されるお金

【町　債】
事業を行うために借り入れるお金

【国庫・県支出金】
事業など特別の目的の財源として国や県から支
出されるお金

【人件費】
町長・職員等の給与、議会議員の報酬、各種委
員の報酬

【公債費】
事業を行うために借り入れたお金の償還金

【補助費等】
性質上補助に類する経費。報償費、保険料、負
担金、補助金等

【物件費】
消耗品、臨時職員賃金、業務委託料など

【扶助費】
児童手当、医療扶助等

【普通建設事業費】
道路の整備、公共施設の建設に要したお金

予
算

平成17年度

おかやま国体まであと２０５日
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将
来
に
わ
た
っ
て
水
道
水
を
安
定

供
給
す
る
た
め
に
、
平
成
１４
年
度
に

岡
山
県
広
域
水
道
企
業
団
に
加
入

し
、
平
成
１５
年
度
か
ら
工
事
を
進
め

て
き
ま
し
た
が
、
４
月
か
ら
全
町
、

同
企
業
団
の
水
へ
切
り
替
わ
り
ま

す
。こ

れ
に
よ
り
、
日
量
最
大
１
万
２

千
ト
ン
の
受
水
量
を
確
保
し
、
水
需

要
の
増
加
に
も
対
応
し
ま
す
。

水
の
流
れ

勝
央
町
に
供
給
さ
れ
る
同
企
業
団

の
浄
水
は
、
津
山
市
草
加
部
の
津
山

第
２
中
継
ポ
ン
プ
場
か
ら
津
山
市

（
旧
勝
北
町
）
の
勝
北
調
整
池
を
経

由
し
、
県
道
勝
央
勝
北
線
、
広
域
農

道
を
通
り
　
曽
井
間
山
地
区
の
勝
央

調
整
池
に
貯
留
さ
れ
て
、
直
接
各
家

庭
へ
供
給
さ
れ
る
ル
ー
ト
と
、
長
尾

山
配
水
池
、
河
内
配
水
池
、
平
配
水

池
を
経
由
し
て
給
水
さ
れ
る
ル
ー
ト

に
分
か
れ
て
全
町
に
給
水
さ
れ
ま

す
。

浄
水
施
設
、

加
圧
ポ
ン
プ
は
廃
止

浄
化
済
み
の
水
が
供
給
さ
れ
る
た

め
、
長
尾
山
浄
水
場
と
河
内
浄
水
場

の
浄
水
施
設
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
水
は
、
こ
れ
ま
で
よ

り
も
水
圧
が
高
い
た
め
、
直
接
家
庭

に
供
給
さ
れ
る
ル
ー
ト
で
は
、
減
圧

す
る
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
に
よ
り
、
水
圧
の
低
か
っ
た
地

域
へ
の
供
給
が
安
定
し
て
行
え
る
と

同
時
に
、
今
ま
で
設
置
し
て
い
た
加

圧
ポ
ン
プ
（
七
十
地
区
を
除
く
）
は

廃
止
さ
れ
ま
す
。

植
月
北
、植
月
東
、

植
月
中
、曽
井
地
区
の

皆
さ
ん
へ

直
接
、
家
庭
に
供
給
さ
れ
る
ル
ー

ト
で
は
、
減
圧
す
る
工
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。
工
事
に
伴
い
、
水
道
水
が

濁
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

広域農道�

R429

津山第２�
　　中継ポンプ場�

勝北調整池�

勝央調整池（曽井間山）�
容量　3,000t

河内配水池�
容量　1,000t

平配水池�
容量　2,000t

長尾山配水池�
容量　1,880t

４
月
か
ら
上
水
道
が

岡
山
県
広
域
水
道
企
業
団
の
水
へ
切
り
替
わ
り
ま
す

おかやま国体まであと２０５日

▲勝央調整池（曽井間山）
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ももっち国体だより�ももっち国体だより���おかやま国体まで�
　あと�
　　　205日�

第60回国民体育大会秋季大会なぎなた競技会�
　　平成17年10月23日�～25日�　勝央中学校体育館�

３
月
１２
日
、
畑
屋
・
東
吉
田
民
泊

協
力
会
で
は
、
監
督
・
選
手
に
贈
る

手
づ
く
り
の
お
土
産
づ
く
り
を
行
い

ま
し
た
。
同
協
力
会
内
で
、
様
々
な

ア
イ
デ
ィ
ア
を
持
ち
寄
り
、
「
猫
の

ポ
ー
チ
」
と
酉
年
に
ち
な
ん
で
「
鳥

の
根
付
け
」
「
鳥
の
つ
ま
よ
う
じ
入

れ
」
の
３
品
を
製
作
。
同
協
力
会
会

長
の
植
野
恭
次
さ
ん
は
「
手
づ
く
り

の
お
土
産
で
、
監
督
・
選
手
の
皆
さ

ん
に
思
い
出
に
残
る
よ
う
な
国
体
に

し
た
い
」
と
国
体
の
成
功
へ
向
け
、

意
欲
を
わ
か
せ
て
い
ま
し
た
。
「
心

の
こ
も
っ
た
お
も
て
な
し
」
が
完
成

す
る
日
は
も
う
間
近
で
す
。

こ
れ
か
ら
、
各
民
泊
協
力
会
の
活

動
の
よ
う
す
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。活
動
日
時
・
内
容
な
ど
、

地
域
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
何
で

も
構
い
ま
せ
ん
の
で
、
国
体
勝
央
町

実
行
委
員
会
へ
ご
連
絡
を
い
た
だ
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

お
か
や
ま
国
体
な
ぎ
な
た
競
技
会

開
催
に
向
け
、
町
内
１２
地
区
の
民
泊

協
力
会
の
美
化
班
の
皆
さ
ん
に
お
願

い
し
、
拠
点
施
設
・
民
泊
家
庭
の
周

辺
に
環
境
美
化
看
板
の
設
置
を
行
い

ま
し
た
。

空
き
缶
・
ゴ
ミ
・
犬
の
フ
ン
等
、

国
体
だ
け
で
な
く
ク
リ
ー
ン
で
快
適

な
勝
央
町
を
目
指
し
、
ま
た
、
誰
も

が
住
み
よ
い
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
！皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

各
民
泊
協
力
会

美
化
班

活
動
開
始
！

畑
屋
・
東
吉
田
民
泊
協
力
会
で

手
づ
く
り
の
お
土
産
づ
く
り

民
泊
協
力
会
コ
ー
ナ
ー
①

心を込めてお土産づくり

▲看板設置のようす（豊久田地内）

▲環境美化看板

おかやま国体まであと２０５日

猫のポーチ

鳥のつまようじ入れ

大会ボランティアを
募集します

おかやま国体なぎなた競技会

開催まであと６カ月となりまし

た。国体勝央町実行委員会では、

大会を手助けしていただく大会

ボランティアを募集します。

参加希望日、希望業務をはっ

きりと申し込み用紙にご記入く

ださい。

また、民泊協力会へお手伝い

をいただける人は、業務に差し

支えのないように、お申し込み

ください。

詳細については、４月号折り

込みをご覧ください。

■問い合わせ先

国体勝央町実行委員会

�３８－１７５３

鳥
の
根
付
け
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�「
カ
キ
の
大
鍋
汁
」に
長
蛇
の
列

中
学
校
で
は
３
月
１２
日
、
各
小

学
校
で
は
３
月
２３
日
に
卒
業
式
が

行
わ
れ
、
勝
央
中
学
校
か
ら
１
４

１
人
、勝
間
田
小
学
校
か
ら
５９
人
、

植
月
小
学
校
か
ら
２４
人
、
吉
野
小

学
校
か
ら
２０
人
、
古
吉
野
小
学
校

か
ら
４
人
が
卒
業
し
ま
し
た
。

勝
央
中
学
校
で
は
、
齋
藤
啓
司

校
長
か
ら
卒
業
生
１
人
ひ
と
り
に

卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ
、
「
自
分

な
り
の
夢
を
持
ち
、
周
囲
の
変
化

に
流
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な

く
、
自
分
の
道
を
自
分
で
切
り
開

き
、
た
く
ま
し
さ
と
、
人
の
立
場

や
気
持
ち
の
分
か
る
温
か
い
心
を

持
っ
た
人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
送
別
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

最
後
に
卒
業
生
代
表
か
ら
「
勝

央
中
学
校
の
卒
業
生
と
し
て
、

堂
々
と
胸
を
張
り
、誇
り
を
持
ち
、

自
分
の
道
を
歩
ん
で
い
こ
う
と
思

い
ま
す
」
と
先
生
、
在
校
生
、
家

族
に
決
意
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。卒

業
生
の
皆
さ
ん
、
ご
卒
業
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

２
４
８
人
が
母
校
に
別
れ

中
学
校
・
小
学
校
で
卒
業
式
が
行
わ
れ
る

�卒業証書を授与（勝央中学校）

３
月
９
日
、
植
月
保
育
園
ひ
ま

わ
り
組
１７
人
が
、
勝
央
苑
で
金
時

太
鼓
を
演
奏
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
年
長
組
に
な

っ
た
ら
太
鼓
が
打
て
る
と
毎
年
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
ひ

ま
わ
り
組
の
子
ど
も
た
ち
は
「
自

分
た
ち
の
番
が
き
た
」
「
さ
あ
や

る
ぞ
」
と
気
合
い
十
分
で
取
り
組

み
ま
し
た
。

毎
日
練
習
を
積
み
重
ね
、
段
々

上
達
し
て
く
る
と
子
ど
も
た
ち
１

人
ひ
と
り
に
達
成
感
や
満
足
感
が

生
ま
れ
て
、
他
の
人
に
聞
い
て
も

ら
い
た
い
と
い
う
思
い
が
芽
生
え

ま
し
た
。
そ
こ
で
勝
央
苑
で
演
奏

さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
、
当

日
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
の
前
で
堂
々
と
、
そ
し
て
元

気
い
っ
ぱ
い
演
奏
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
手
遊
び
や

ふ
れ
あ
い
遊
び
も
し
て
、
和
や
か

に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

し
た
。

《
記
事
提
供
　
植
月
保
育
園
》

私
た
ち
の
太
鼓
を
聞
い
て
ね

植
月
保
育
園
が
勝
央
苑
で
金
時
太
鼓
演
奏

２
月
２０
日
、
新
鮮
な
カ
キ
を

提
供
す
る
「
カ
キ
祭
り
」
が
、

ノ
ー
ス
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
を
会
場
に

開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
訪
れ

た
５
千
人
の
人
で
賑
わ
い
ま
し

た
。殻

つ
き
カ
キ
半
斗
缶
（
約
５０

個
入
り
）
や
カ
キ
フ
ラ
イ
、
カ

キ
飯
、
ま
た
、
タ
コ
飯
、
ま
ま

か
り
の
酢
漬
け
な
ど
瀬
戸
内
の

幸
（
さ
ち
）
も
販
売
さ
れ
ま
し

た
。
買
っ
た
カ
キ
を
そ
の
場
で

焼
い
て
食
べ
る
コ
ー
ナ
ー
で
は

「
そ
の
ま
ま
食
べ
て
も
塩
味
が

き
い
て
い
て
、お
い
し
か
っ
た
」

と
大
好
評
。

７
０
０
個
用
意
し
た
殻
つ
き

カ
キ
半
斗
缶
は
お
昼
頃
に
は
完

売
し
、
約
７
０
０
人
に
無
料
で

振
る
舞
わ
れ
た
「
カ
キ
の
大
鍋

汁
」
に
は
長
蛇
の
列
が
で
き
て

い
ま
し
た
。

おいしさ最高！
旬のカキ

ノースヴィレッジ「カキ祭り」

▲
元
気
に
堂
々
と
演
奏
し
ま
し
た

２
月
２７
日
、
高
齢
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
「
わ
ら
べ
う
た
と
手
遊
び

の
会
」の
催
し
が
開
催
さ
れ
、５６
人

の
親
子
連
れ
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
に
岡
山
県
内
各
地
で
わ
ら

べ
う
た
の
普
及
に
力
を
注
が
れ
て

い
る
井
上
美
鈴
さ
ん
を
迎
え
て
、

「
と
と
け
っ
こ
ー
」「
イ
モ
ノ
メ
ガ

デ
テ
」
な
ど
の
わ
ら
べ
う
た
を
、

振
り
も
交
え
な
が
ら
歌
い
、
親
子

で
わ
ら
べ
う
た
遊
び
を
楽
し
み
ま

し
た
。

参
加
し
た
竹
久
大
実
さ
ん
は

「
よ
く
聞
い
て
い
た
の
で
、
わ
ら

べ
う
た
を
好
き
な
ん
だ
と
思
い
ま

す
。
家
で
も
、
し
て
み
よ
う
と
思

い
ま
す
」
と
感
想
を
話
さ
れ
ま
し

た
。

▲
わ
ら
べ
う
た
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
井
上
美
鈴
さ
ん（
右
）

親子でわらべうたを楽しむ
わらべうたと手遊びの会
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あ�
れ�れ�こ�
まちの話題�

あ�
れ�れ�こ�
まちの話題�２

月
２５
日
、
勝
英
警
察
署
に
お
い
て
、
勝
英
交
通
安

全
協
会
設
立
４０
周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、
小
林

登
さ
ん
（
曽
井
）
が
金
賞
、
板
坂
　
稔
さ
ん
（
石
生
）、

三
島
　
強
さ
ん
（
植
月
北
）
が
銀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。小

林
さ
ん
は
、
３０
年
以
上
勝
英
交
通
安
全
協
会
勝
央

支
部
役
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
副
支
部
長
、
支
部
長
を

歴
任
さ
れ
、
現
在
は
理
事
を
、
板
坂
さ
ん
は
、
２０
年
以

上
支
部
役
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
、現
在
は
副
支
部
長
を
、

三
島
さ
ん
は
、
２０
年
以
上
に
わ
た
り
支
部
役
員
と
し
て

活
躍
さ
れ
、
副
支
部
長
を
歴
任
さ
れ
、
現
在
は
支
部
長

を
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
受
賞
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
、
交
通
安
全
に

貢
献
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

長
年
に
わ
た
っ
て
交
通
安
全
に
貢
献

勝
英
交
通
安
全
協
会
設
立
４０
周
年
記
念
表
彰

小
林

登
さ
ん（
曽
井
）、

板
坂

稔
さ
ん（
石
生
）、三
島

強
さ
ん（
植
月
北
）

２
月
２４
日
、
岡
山
県
庁
で
岡
山
県
ト
ッ
プ

ア
ス
リ
ー
ト
賞
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
勝
間
田

高
校
２
年
生
の
山
下
み
ど
り
さ
ん
が
ス
ポ
ー

ツ
奨
励
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

山
下
さ
ん
は
、
８
月
に
行
わ
れ
た
全
国
高

校
総
体
な
ぎ
な
た
大
会
試
合
競
技
個
人
戦
の

部
に
お
い
て
第
３
位
に
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
受
賞
は
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

岡山県トップアスリート賞
（スポーツ奨励賞）を受賞
山下みどりさん（勝間田）

▲小林　登さん▲板坂　稔さん▲三島　強さん

３
月
３
日
、
勝
英
地
方
振
興
局
に
お
い
て
勝
英
地
域
男

女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
、
板
倉
美
知
子
さ
ん

（
植
月
東
）
が
、
勝
英
地
方
振
興
局
功
労
者
表
彰
（
男
女

共
同
参
画
社
会
づ
く
り
功
労
）
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

板
倉
さ
ん
は
、
サ
ン
サ
ン
勝
央
女
性
の
会
（
昭
和
６２
年

発
足
）
の
役
員
と
し
て
発
足
時
か
ら
会
の
運
営
に
努
力
さ

れ
、
男
女
共
同
参
画
活
動
の
推
進
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
受
賞
は
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

男
女
共
同
参
画
に
貢
献

勝
英
地
方
振
興
局
功
労
者
表
彰

板
倉
美
知
子
さ
ん（
植
月
東
）

おかやま国体まであと２０５日

３
月
９
日
、
勝
間
田
小
学
校
４
年
生
７３
人

が
総
合
学
習
発
表
会
を
勝
央
文
化
ホ
ー
ル
で

行
い
ま
し
た
。

約
１０
時
間
か
け
て
取
り
組
ん
だ
金
時
太
鼓

の
曲
「
紫
雲
山
」
を
、
１
組
、
２
組
が
そ
れ

ぞ
れ
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
披
露
し
た

他
、
音
楽
の
授
業
で
練
習
し
た
リ
コ
ー
ダ
ー

や
合
唱
を
発
表
し
ま
し
た
。
家
族
が
見
守
る

中
、
太
鼓
を
打
ち
終
え
た
藤
野
真
美
さ
ん
、

立
石
正
結
子
さ
ん
、
竹
内
美
歩
さ
ん
は
「
練

習
は
楽
し
か
っ
た
。
今
日
は
緊
張
し
て
、
い

つ
も
よ
り
早
く
な
っ
て
、
う
ま
く
打
て
な
か

っ
た
」
と
口
を
そ
ろ
え
、
感
想
を
述
べ
ま
し

た
。
後
悔
し
な
が
ら
も
、
や
り
遂
げ
た
爽
快

感
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

１０
時
間
の
成
果
、「
紫
雲
山
」を
披
露

勝
間
田
小
学
校
４
年
生
総
合
学
習
発
表
会

立
派
に
太
鼓
演
奏
を

披
露
し
ま
し
た
▼
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３
月
１３
日
、
第
３７
回
勝
央
町

消
防
操
法
訓
練
大
会
が
勝
央
中

学
校
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

優
良
消
防
団
員
表
彰
の
あ
と

大
会
が
行
わ
れ
、
自
動
車
ポ
ン

プ
の
部
に
４
チ
ー
ム
、
小
型
動

力
ポ
ン
プ
の
部
に
８
チ
ー
ム
が

出
場
し
、
動
作
の
機
敏
さ
、
速

さ
、
正
確
さ
を
競
い
ま
し
た
。

操
法
訓
練
大
会
は
、
実
際
の

火
災
に
備
え
て
、
動
作
や
規
律

の
確
認
を
す
る
た
め
に
行
っ
て

い
ま
す
。

受
賞
者
及
び
大
会
成
績
は
次

の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
優
良
消
防
団
員
表
彰
】

▼
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

（
功
績
章
）

小
阪
田
正
行

【
大
会
成
績
】

（
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
）

優
　
勝
　
第
２
分
団（
吉
　
野
）

※
勝
田
郡
消
防
操
法
訓
練
大
会

出
場

準
優
勝
　
第
３
分
団（
古
吉
野
）

３
　
位
　
第
１
分
団（
植
　
月
）

（
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
）

優
　
勝
　
第
５
分
団（
高
　
取
）

準
優
勝
　
本
部

※
勝
田
郡
消
防
操
法
訓
練
大
会

出
場

３
　
位
　
第
２
分
団（
吉
　
野
）

※
勝
田
郡
消
防
操
法
訓
練
大
会

は
、
４
月
１７
日
に
奈
義
町
総

合
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
ま

す
。

火
災
に
備
え
て
訓
練
の
成
果
を
競
う

第
３７
回
勝
央
町
消
防
操
法
訓
練
大
会

３
月
１８
日
、「
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
、
細
谷

一
郎
ソ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
勝
央

文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
約
３

５
０
人
が
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
の
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
あ
り
、
パ
ー
カ

ッ
シ
ョ
ニ
ス
ト
で
あ
る
細
谷
一
郎

氏
は
、
締
太
鼓
や
組
太
鼓
、
大
太

鼓
を
見
事
に
打
ち
こ
な
し
、
ス
ピ

ー
ド
感
と
迫
力
あ
る
バ
チ
さ
ば
き

を
披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ゲ
ス

ト
に
は
、
日
本
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
長
唄
囃
子
演
奏
家
の
歌
舞
伎

囃
子
望
月
流
四
世
家
元
　
望
月
太

八
氏
を
迎
え
、
細
谷
氏
の
太
鼓
と

望
月
氏
に
よ
る
笛
と
の
共
演
は
、

邦
楽
か
ら
洋
楽
に
至
る
ま
で
見
事

な
演
奏
で
、
観
客
を
魅
了
し
ま
し

た
。フ

ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
は
、

細
谷
氏
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
も
と
勝

央
町
公
民
館
で
開
催
し
、
本
物
の

音
楽
を
身
近
で
聴
く
こ
と
が
で
き

る
と
好
評
を
得
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
、
勝
央
文
化
ホ
ー
ル
の
開
館

を
機
に
３
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
も

の
で
す
。

笛
と
太
鼓
の
共
演
に
観
客
酔
い
し
れ
る

Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

３
月
２５
日
、
勝
央
町
役
場
町
長

室
に
お
い
て
、
新
勝
央
工
業
団
地

へ
企
業
立
地
す
る
佐
用
池
田
電
機

（
株
）と
勝
央
町
の
間
で
立
地
調
印

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
西
田
町
長
、
同
社
の

久
常
代
表
取
締
役
、
立
会
人
の
岡

本
町
議
会
議
長
が
協
定
書
等
を
取

り
交
わ
し
ま
し
た
。

同
社
岡
山
工
場
は
、
照
明
用
蛍

光
灯
安
定
器
の
製
造
を
行
っ
て
お

り
、
兵
庫
県
佐
用
町
の
工
場
を
全

面
移
転
す
る
も
の
で
、
５
月
か
ら

操
業
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

佐
用
池
田
電
機（
株
）と

立
地
調
印

５
月
か
ら
操
業
開
始

�
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
優
勝

第
２
分
団（
吉
野
）

�
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
優
勝

第
５
分
団（
高
取
）

�
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
準
優
勝

本
部

�
協
定
書
等
を
取
り
交
わ
し
握
手
す
る
久
常
代

表
取
締
役（
右
）と
西
田
町
長（
左
）

おかやま国体まであと２０５日
▲細谷氏と望月氏による見事な共演
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あ�
れ�れ�こ�
まちの話題�

あ�
れ�れ�こ�
まちの話題�２

月
２６
日
、
久
米
町
の
図
書
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
た
ん

ぽ
ぽ
の
家
」
を
迎
え
て
、
勝
央
図

書
館
事
業
お
は
な
し
会
が
行
わ

れ
、
約
６０
人
の
親
子
連
れ
が
参
加

し
ま
し
た
。

公
演
で
は
、
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ

ー
や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
大
型
絵

本
を
使
っ
た
読
み
聞
か
せ
や
手
づ

く
り
の
人
形
に
よ
る
人
形
劇
「
よ

く
ば
り
王
さ
ま
」
な
ど
の
公
演
が

あ
り
、
親
子
一
緒
に
手
拍
子
を
し

て
歌
っ
た
り
、
人
形
の
変
化
に
驚

く
な
ど
夢
中
で
お
話
に
聞
き
入
る

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

親
子
で
人
形
劇
を

楽
し
む

勝
央
図
書
館
事
業
お
は
な
し
会

３
月
１２
日
、
Ｖ
リ
ー
グ
で
活
躍
中
の
シ
ー

ガ
ル
ズ
の
選
手
５
人
を
迎
え
て
、
「
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
教
室
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加

し
た
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団
２８
人

の
児
童
は
、
選
手
か
ら
パ
ス
や
レ
シ
ー
ブ
の

体
勢
な
ど
の
細
か
い
指
導
を
受
け
、
翌
日
の

県
北
大
会
に
出
場
す
る
児
童
を
中
心
に
、
試

合
形
式
で
練
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

キ
ャ
プ
テ
ン
の
安
藤
綾
捺
さ
ん
は
「
レ
シ

ー
ブ
が
苦
手
な
の
で
、
足
の
バ
ネ
の
使
い
方

な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
受
け
た
ボ
ー
ル

が
回
転
し
な
く
な
っ
た
。
中
学
生
に
な
っ
て

も
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
入
っ
て
頑
張
り
た

い
」
と
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

Ｖ
リ
ー
グ
選
手
か
ら
指
導
を
受
け
る

ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
」

�うさぎさんたちと一緒に歌う子どもや、おひざで聞き入る子どもたち

おかやま国体まであと２０５日

▲
指
導
を
受
け
る
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団

▲
健
康
家
庭
の
表
彰
を
受
け
る

山
本
林
太
郎
さ
ん（
左
）と
西
森
幸
子
さ
ん（
右
）

３
月
４
日
、
勝
央
町
保
健
福
祉

大
会
が
勝
央
文
化
ホ
ー
ル
で
行
わ

れ
、
保
健
福
祉
関
係
者
約
３
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
地
域
福
祉
の
推
進

な
ど
に
貢
献
さ
れ
た
２２
人
１
団
体

が
表
彰
さ
れ
、
「
町
民
総
参
加
で

保
健
福
祉
活
動
の
一
層
の
推
進
を

し
ま
し
ょ
う
」
と
大
会
宣
言
が
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
勝
間
田
小
学
校
５
年
生

の
藤
野
由
美
さ
ん
が
「
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
の
宝
物
」
と
題
し
た
福
祉
作

文
を
発
表
、
吉
備
国
際
大
学
教
授

の
芝
　
明
義
さ
ん
を
講
師
に
お
迎

え
し
、
「
心
の
絆
、
い
ま
こ
こ
に

＝
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切

に
＝
」
と
題
し
た
記
念
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

各
表
彰
の
受
賞
者
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

（
敬
称
略
）

【
勝
央
町
長
表
彰
】

▼
健
康
家
庭
の
部

（
２
年
以
上
国
民
健
康
保
険
無
受

診
家
庭
）

粟
井
三
郎
　
　
福
山
竜
也

美
野
正
之
　
　
樺
島

修

安
藤
啓
二
　
　
水
嶋
早
樹

岸
本

忍

瀬
戸
清
子

池
口

薫

春
名

滿

岸
元

巧

西
森
幸
子

筒
井
則
雄
　
　
鎌
田
直
衛

山
本
林
太
郎
　
鷹
取
た
つ
た

光
石
嘉
彦
　
　
川
戸
定
行

木
村
　
枝
　
　
西
田
勝
治

▼
８
０
２
０
大
賞
の
部

（
８０
歳
以
上
で
生
歯
２０
本
以
上
の

人
）中

藤
節
子
　
　
山
本
篤
子

【
勝
央
町
社
会
福
祉
協
議
会
長
表

彰
】

▼
地
域
福
祉
の
部

さ
く
ら
台
睦
会
　

（
会
長
　
濃
野
　
一
）

※
８
０
２
０
大
賞
の
部
受
賞
者
の

紹
介
を
、
Ｐ
１７
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

「
保
健
福
祉
の
ま
ち

し
ょ
う
お
う
」を
目
指
し
て

平
成
１６
年
度
勝
央
町
保
健
福
祉
大
会

�
福
祉
作
文
を
発
表
す
る
藤
野
由
美
さ
ん

静靜

珎秀�
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開館時間�
10：00～18：00��
休館日�

くらしのカレンダーを�
ご覧ください。�

じ
っ
く
り
�

開園時間�
9：00～17：00�
入園無料�

休園日：火曜日�
※4月5日、　　�
　5月3日は開園�

の
ん
び
り
�

の
ん
び
り
�

の
ん
び
り
�

の
ん
び
り
�

の
ん
び
り
�

《ゴールデンウィークフェスティバル》

（無料）

日　時　４月２９日（祝）～５月５日（祝）

１０：００～１２：００、１３：００～１５：００

《押花合同作品展＆体験会》（無料）

日　時　４月１６日（土）、１７日（日）

９：００～１６：００

《イチゴ狩り体験（園外）》（有料）

日　時　開催中

１０：００～１２：００、１３：００～１５：００

体験料　幼児　　　　 ，６００円

小学生以上　１，２００円

《イチゴ狩り体験（園内）》（有料）

日　時　６月中旬まで

１０：００～１２：００、１３：００～１５：００

体験料 １５０円／１００ｇ

４月イベント情報

●

今
月
の
展
示

●

【
展
示
室
・
特
別
展
示
室
】

・
「
春
の
素
描
展
」（
４
月
１７
日（
日
）ま
で
）

・
「
青
蛙
房
　
岡
本
経
一
の
仕
事
」（
４
月
１７
日（
日
）ま
で
）

・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
「
郷
土
の
画
家
た
ち
」

（
４
月
２３
日（
土
）〜
６
月
１９
日（
日
）ま
で
）

・
「
木
村
毅
の
色
紙
」（
４
月
２３
日（
土
）〜
７
月
１８
日（
祝
）ま
で
）

【
町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
】

・
「
岐
望
会
グ
ル
ー
プ
展
」（
４
月
１７
日（
日
）ま
で
）

・
「
優
し
い
ま
な
ざ
し
―
鳥
家
や
よ
い
の
世
界
―
」

（
４
月
２３
日（
土
）〜
５
月
８
日（
日
）ま
で
）

●

今
月
の
ト
ピ
ッ
ク

●

福
島
金
一
郎

作

「
リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
公
園
に
て
」（
淡
彩
）

１
９
８
７
年
、
勝
間
田
の
老
舗
板
屋
菓
子

店
の
２
男
と
し
て
生
ま
れ
た
福
島
は
、
早
く

か
ら
洋
画
を
志
し
、
１
９
２
６
年
、
二
科
会
に

初
入
選
。
そ
の
後
、
上
京
し
て
絵
画
の
研
究

を
続
け
な
が
ら
語
学
学
校
で
あ
る
ア
テ
ネ
・

フ
ラ
ン
セ
を
卒
業
し
、
渡
仏
、
仏
国
官
設
展

サ
ロ
ン
・
ド
ー
ト
ン
ヌ
に
入
選
し
て
色
彩
画

家
と
し
て
認
め
ら
れ
、
帰
国
後
も
二
科
会
を

拠
点
に
中
央
洋
画
壇
で
活
躍
し
ま
し
た
。
若

い
頃
か
ら
語
学
に
堪
能
で
あ
っ
た
福
島
は
、

晩
年
も
弟
の
福
島
虎
夫
氏
ら
と
共
に
た
び
た

び
外
遊
し
ま
し
た
。
特
に
、
フ
ラ
ン
ス
は
大

の
お
気
に
入
り
で
、
９０
歳
を
過
ぎ
る
ま
で
ほ

と
ん
ど
毎
年
渡
仏
、
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を
片

手
に
パ
リ
の
街
角
を
散
策
し
ま
し
た
。

表
題
の
「
リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
公
園
に
て
」
は
、
福
島
が
何
度
も
ス
ケ
ッ

チ
し
て
き
た
、
パ
リ
の
街
角
を
行
き
交
う
人
々
が
シ
ン
プ
ル
な
フ
ォ
ル
ム
と

鮮
や
か
な
色
彩
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。
一
見
、
幼
子
が
描
い
た
よ
う
な
画
風

は
、
晩
年
の
彼
独
自
の
楽
観
主
義
に
よ
る
祈
り
の
よ
う
な
優
し
さ
と
愛
情
に

充
ち
、
生
き
る
こ
と
の
喜
び
に
溢
れ
て
い
ま
す
。

（「
春
の
素
描
展
」
か
ら
）

☆
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の
休
館
日

５
月
２
日（
月
）、
６
日（
金
）

春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
あ
た
る
４

月
か
ら
５
月
に
か
け
て
、
園
内
の
草

花
が
最
も
色
づ
く
季
節
を
迎
え
ま

す
。
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、
ヤ
エ
ザ
ク
ラ
、

シ
バ
ザ
ク
ラ
な
ど
に
加
え
て
、
勝
央

町
の
里
山
に
自
生
す
る
コ
バ
ノ
ミ
ツ

バ
ツ
ツ
ジ
が
、
園
内
の
い
た
る
所
で

赤
紫
色
の
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
暖
か

な
春
の
日
差
し
と
美
し
く
色
づ
く
花

の
下
で
、
の
ん
び
り
と
１
日
過
ご
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

４
月
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
１７
日（
日
）

に
は
、
地
元
の
農
産
物
や
特
産
加
工

品
、
雑
貨
な
ど
が
数
多
く
出
品
さ
れ

る
「
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
朝
市
＆
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
」を
開
催
い
た
し
ま
す
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
は
、
家
族

で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
も
多
数
ご
用

意
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
様
、
ご
家

族
お
そ
ろ
い
で
ノ
ー
ス
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

福島金一郎作「リュクサンブール公園にて」
制作年不詳（淡彩・紙）

● のんびりノースヴィレッジ

● じっくり美術文学館

ファーマーズ朝 市 ＆ フリーマーケット

4月17日�　9：00～14：00�
場所：ノースヴィレッジ駐車場�
朝市とフリーマーケットを同時開催。新鮮な農産物�
や特産加工品、衣類や日用品など各種ありますよ。�
連絡先：フリーマーケット　ＭＯＭＯ編集室　�086-245-1304　�
　　　　朝　市　　　　　　ノースヴィレッジ事務所　�38-1234

売
切
れ
続
出�

　
来
場
は
お
早
め
に�
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開館時間�
10：00～18：00��
休館日�

くらしのカレンダーを�
ご覧ください。�

ゆ
っ
た
り
�

と�

勝央町内の施設案内と、サイモンさんの目か�
ら見た勝央町を読みながらコーヒーブレイク�

と�と�

第�

号�

45

サ
イ
モ
ン
�

サイモンさんは、平
成１３年８月からＡＬ
Ｔとして勝央町教育
委員会に勤めていま
す。掲載文は英語も
日本語もサイモンさ
ん自身が書いていま
す。本人の希望によ
り、手直しはほとん
どしていません。

●

お
す
す
め
の
１
冊

●

「
三
宅
島
の
ム
サ
シ

噴
火
の
島
に

お
い
て
き
ぼ
り
に
な
っ
た
犬
」

（
井
上
こ
み
ち

文
・

さ
の
あ
き
こ

絵
／
素
朴
社
）

２
０
０
０
年
８
月
、
三
宅
島
の
雄

山
が
噴
火
。
島
民
も
全
員
避
難
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
犬
の
ム
サ
シ
も
飼

い
主
の
リ
ョ
ウ
さ
ん
と
船
に
乗
る
予

定
だ
っ
た
が
、
乗
り
遅
れ
て
島
に
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
物
語
に

は
、
１
年
後
に
救
出
さ
れ
る
ま
で
と
そ
の
後
の
ム
サ
シ
の
よ
う
す
が
書
か
れ

て
い
ま
す
。
近
年
、
日
本
に
起
こ
っ
た
自
然
災
害
の
教
訓
を
生
か
し
て
、
動

物
と
飼
い
主
の
ケ
ア
も
行
わ
れ
た
の
が
三
宅
島
の
噴
火
の
と
き
で
し
た
。
人

間
と
動
物
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
１
冊
で
す
。

●

今
月
の
イ
ベ
ン
ト

●

◆
お
は
な
し
た
い
む

絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
す
。

・
日
　
時
�
４
月
９
日（
土
）、
２７
日（
水
）

１１
時
〜
　
３０
分
程
度

・
場
　
所
�
勝
央
図
書
館

●

新

着

案

内

●

・
「
笑
う
茶
碗
」（
南
伸
房

著
／
筑
摩
書
房
）

・
「
漢
方
小
説
」（
中
島
た
い
子

著
／
集
英
社
）

・
「
赤
い
長
靴
」（
江
國
香
織

著
／
文
藝
春
秋
社
）

・
「
バ
ッ
テ
リ
ー
６
」（
あ
さ
の
あ
つ
こ

作
／
教
育
画
劇
）

・
「
ぼ
く
が
ぼ
く
に
な
る
ま
で
」（
沢
村
凛

作
／
学
研
）

・
「
ま
ん
じ
ゅ
う
こ
わ
い
」（
川
端
誠

作
・
絵
／
ク
レ
ヨ
ン
ハ
ウ
ス
）

☆
休
館
日
の
変
更
の
お
知
ら
せ

勝
央
図
書
館
は
４
月
か
ら
第
３
日
曜
日
を
開
館
し
ま
す
。
皆
様
の

ご
来
館
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

児

童

書

一

般

書

ホームページ
http://lib.town.shoo.okayama.jp/library/shoo-top.htm

● サイモン勝央記

● ゆったり図書館

Increased feedback from teachers has been
important for me in over 30 classrooms at
elementary school.  Recently I got some letters
from students too.

"English is fun."  It's easy to have fun in class,
but harder to ensure students give language
and people the respect they deserve.If
students continue to see me as an alien, then
the value of the lessons is diminished.  How
long will these students enjoy English for?
Developing communication skills can be a
rewarding process at any age.  Yet while some
JHS students continue to enjoy English, many
develop negative attitudes caused by personal
feelings or the learning atmosphere at JHS.
How can we change this?

"Thank you for teaching me various things."  I
am happy when students appreciate the range
of activities in class. I don't want to create an
unnecessary fixation on English.

"I look forward to your lessons."  This is a
double edged sword.Younger students'
anticipation can turn chaotic in my presence.
Friendliness requires politeness, and a desire
to interact must be balanced with
concentration.  That way we can all get along. 

LEARNING FROM FEEDBACK（感想に学ぶもの）

町内３０を超える教室を訪れています。小学校の先
生からのたくさんのご意見は大変役に立ちました。
最近、子どもたちも手紙でいろいろな感想を書いて
くれました。

「えいごって、すごくたのしかったです」楽しい
学習はたやすいですが、言葉や人の尊厳を確実に教
えることは難しいです。もし子どもたちが違いだけ
に注目して、私を宇宙人として見続けるなら授業の
価値は下がるでしょう。その楽しい気持ちは何歳ま
で続くでしょうか。いろんなコミュニケーション能
力を高めることは、大人にとっても魅力的なことだ
と思います。残念ながら、英語が好きな中学生もい
ますが、個人的な感情や学習の雰囲気によって、嫌
いになる生徒もたくさんいます。これにはどうした
らいいでしょうか。

「いろいろなことを教えてくれてありがとう」子
どもたちが授業で、幅広い人間関係やコミュニケー
ション活動に興味を持ってくれたら、私はうれしい
です。英語に対して余計な固定観念を持たないよう
に努めています。

「サイモン先生がくるじかんをたのしみにまって
たよ！」これが「もろ刃の剣」で心配なこともあり
ます。この期待感が混乱した教室に変わることがあ
ります。「親しき仲にも礼儀あり」、授業では集中力
も大切です。そうすれば、すべてうまく行きます。

おかやま国体まであと２０５日
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Life

中藤さんは自分の歯が２４本あります。小さい頃
から３度の食事はきちんと食べていたそうです。
花嫁修業にと通った学校で食事の大切さを学び、
それ以来「朝食には山のもの」を、「昼食には畑
のもの」を、「夕食には海のもの」を食べるよう
にしてバランス食をとるようにしてこられたそう
です。

中
藤
　
節
子
さ
ん（
勝
間
田
）

おおおおめめめめででででととととうううう8888000022220000大大大大賞賞賞賞
勝央町では毎年、８０歳以上で自分の歯が２０本以上
あり、元気に生活している人を表彰しています。
今年も勝央町保健福祉大会（Ｐ１２）で２人が表彰
されました。また、岡山県「８０２０達成者表彰」
も合わせて受賞されました。

山
本
　
篤
子
さ
ん（
福
　
吉
）

山本さんは自分の歯が２８本あります。小さい頃
から小魚類をよく食べ、戦後からは牛乳もよく飲
んでこられたそうです。５０代の頃、１度体調を壊
したとき、納豆嫌いだった山本さんは、「とろろ
汁を食べられれば納豆も食べられる」と言われ、
食べていたら好きになり、今では毎朝１パック食
べられるそうです。

集
団
接
種
で
は
＝
今
ま
で

日
時
が
指
定
さ
れ
て
、
集
団
で
接

種
し
ま
す
。
個
人
個
人
の
体
調
を
よ

く
知
っ
て
い
る
か
か
り
つ
け
の
医
師

で
は
な
く
、
ま
た
、
日
時
が
決
ま
っ

て
い
る
た
め
に
、
調
子
が
悪
く
て
も

無
理
を
し
て
受
け
た
り
、
受
け
ら
れ

な
い
場
合
は
、
半
年
や
１
年
ほ
ど
接

種
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

個
別
接
種
で
は
＝
こ
れ
か
ら

①
体
調
の
よ
い
時
期
で
都
合
の
よ
い

時
間
に
、

②
子
ど
も
さ
ん
の
体
調
を
よ
く
知
っ

て
い
る
か
か
り
つ
け
の
小
児
科

で
、

③
予
防
接
種
に
つ
い
て
の
十
分
な
説

明
と
て
い
ね
い
な
診
察
の
あ
と
に

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

簡
単
に
い
う
と
、
個
別
接
種
と
い

う
の
は
「
皆
さ
ん
が
中
心
」
で
「
皆

さ
ん
に
優
し
い
」
シ
ス
テ
ム
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

定
期
の
予
防
接
種
実
施
要
領
の
改
正
に
伴
い
、
勝
央
町
で
は
勝
田
郡
医
師

会
の
協
力
を
得
て
、
４
月
か
ら
乳
幼
児
期
に
受
け
る
定
期
の
予
防
接
種
（
ポ

リ
オ
を
除
く
）
は
集
団
接
種
か
ら
個
別
接
種（
医
療
機
関
委
託
）と
な
り
ま
す
。

■
町
外
医
療
機
関
で
の
接
種
も
可
能

で
す
。
定
期
予
防
接
種
協
力
医
療

機
関
等
の
お
問
い
合
わ
せ
は
勝
央

町
役
場
環
境
保
健
課
ま
で
お
願
い

し
ま
す
。
予
防
接
種
法
に
よ
る
対

象
年
齢
で
あ
れ
ば
県
内
で
の
接
種

は
無
料
で
す
。

■
予
約
は
、接
種
の
種
類
、時
間
等
を

直
接
下
記
の
医
療
機
関
へ
ご
確
認

の
う
え
、
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
当
日
は
、
母
子
手
帳
と
、
あ
ら
か

じ
め
お
配
り
し
た
予
診
票
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
予
診
票
は
医
療
機

関
受
付
に
も
準
備
し
て
あ
り
ま

す
。

■
町
内
で
の
定
期
予
防
接
種
協
力
医

療
機
関
は
下
表
の
通
り
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
環
境
保
健
課

�
３８
―
７
１
０
２

医療機関名称�

さとう記念病院�

大 村 医 院 �

小 坂 田 医 院 �

太 平 台 医 院 �

長 尾 医 院 �

小 林 医 院 �

所　在　地�

黒　土４５�

勝間田２２０�

勝間田１７８�

　平　１２４２�

美　野１６６６－６�

　岡　３７�

電　　話�

３８－６６８８�

３８－２０５８�

３８－２０４３�

３８－５７７５�

３８－６５６５�

３８－２００８�

３種混合�

○�

○�

×�

○�

○�

×�

麻しん�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

風しん�

○�

○�

○�

○�

○�

○�

日本脳炎�

○�

○�

×�

○�

○�

×�

ＢＣＧ�

○�

○�

×�

○�

○�

○�

町内定期予防接種協力医療機関と接種可能な予防接種�

（順不同）�

おかやま国体まであと２０５日

４
月
か
ら
予
防
接
種
は
個
別
接
種
に

（
ポ
リ
オ
を
除
く
）
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（敬称略）�
（成績は、勝央町内関係分のみ掲載）�

ア
ス
リ
ー
ト
た
ち�

ア
ス
リ
ー
ト
た
ち�

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

◇
第
２０
回
美
作
地
区
小
学
生
卓
球
大

会
（
２
／
２０
津
山
総
合
体
育
館
）

（
男
子
の
部
）

優
　
勝
　
板
倉
大
典

※
４
大
会
連
続
優
勝

◇
勝
北
町
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

交
歓
大
会
（
２
／
２６
〜
２７
勝
北
町
新

野
小
学
校
体
育
館
）

第
３
位
　
勝
間
田
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
少
年
団

◇
第
２
回
柵
原
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
交

流
大
会
（
３
／
５
柵
原
町
柵
原
小
学

校
体
育
館
）

準
優
勝
　
勝
間
田
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
少
年
団

◇
第
６
回
吉
井
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
歓
大
会
（
３
／
５

吉
井
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
）

優
　
勝
　
勝
央
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
少
年
団

◇
第
２１
回
勝
央
町
金
時
健
康
マ
ラ
ソ

ン
大
会
（
３
／
６
ノ
ー
ス
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
）

（
親
子
組
の
部
）

準
優
勝
　
井
上

壮

・
憲

（
小
学
校
３
・
４
年
生
男
子
の
部
）

準
優
勝
　
日
下
凌
輔

（
小
学
校
３
・
４
年
生
女
子
の
部
）

第
３
位
　
佐
々
木
香
帆

（
小
学
校
５
・
６
年
生
男
子
の
部
）

準
優
勝
　
佐
古
康
弘

第
３
位
　
水
島

歩

（
小
学
校
５
・
６
年
生
女
子
の
部
）

準
優
勝
　
佐
藤
三
季

第
３
位
　
丸
尾
華
寿
美

◇
第
２６
回
近
県
井
原
市
柔
道
大
会

（
３
／
１３
井
原
市
体
育
館
）

（
団
体
戦
　
小
学
校
高
学
年
の
部
）

準
優
勝
　
養
徳
館

（
個
人
戦
　
小
学
校
５
・
６
年
生
女

子
の
部
）

準
優
勝
　
難
波
英
里

◇
第
１８
回
滝
山
杯
少
年
剣
道
錬
成
大

会
（
３
／
６
勝
間
田
高
校
体
育
館
）

（
小
学
校
低
学
年
の
部
）

準
優
勝
　
養
徳
館
Ａ

（
小
学
校
高
学
年
の
部
）

優
　
勝
　
養
徳
館
Ａ

（
小
学
校
女
子
の
部
）

優
　
勝
　
養
徳
館
Ａ

個人情報保護条例とは
町で保有する皆さんの個人情報

（名前、住所、生年月日、学歴な

ど特定の個人が識別され、または、

識別され得る情報）を守るために、

その取り扱いについて必要なルー

ルを定めたものです。また、それ

らの情報を自分で見たり、誤りを

訂正したりする権利を保障してい

ます。

個人情報保護のルール
○収集の制限、利用と提供の制限

思想、信条、宗教などの個人情

報の収集や本人以外からの収集、

また、さらに事務の目的以外での

個人情報の利用や外部への提供を

原則として行いません。

○個人情報取扱事務目録を作成

個人情報を取り扱う事務につい

求できます。請求するときには、

本人であることを証明するもの

（免許証など）が必要です。

○開示などの決定

自己情報の開示、訂正、消除、

中止の決定は、請求した日から３０

日以内に決定します。やむを得な

い理由等がある場合は、決定の期

間を延長することもあります。決

定に不服のある場合は、不服申し

立てをすることができます。

○開示の方法

自己情報の開示は、原則として

閲覧していただきます。また、そ

の写しの交付も行います。

開示するときは、本人であるこ

とを証明するもの（免許証など）

が必要です。

○費　用

閲覧は無料です。写しや郵送を

希望されるときは、コピー代金や

郵送料など実費負担となります。

○請求などの窓口

勝央町役場総務課

�３８－３１１１

※自己情報の取り扱いとは、情報

の取得、利用、提供などです。

て、事務の名称、目的、根拠法令、

収集先などを記載した目録を作成

し、閲覧できるようにします。

自分の情報を見たり、
誤りを訂正したりできます
町が保有する自分の情報を閲覧

したり、その写しを受け取ったり

することができます。また、自己

情報に誤りがあるときは、その訂

正を求めることができます。さら

に、自
※　

己情報の取り扱いが不適正

であると認められるときは、消除

または中止を求めることができま

す。

制度を利用される皆さんへ
○請求の方法

自己情報の開示、訂正、消除、

中止の請求は、所定の請求書で請

個人情報保護を目指して
４月１日から個人情報保護条例を施行

この条例は、個人情報保護の重要性を認識し、個人情報を取り扱うこ

とによる個人の権利や利益の侵害を防止することを目的にしています。

勝央町では、この個人情報保護条例を４月１日から施行し、公正で信

頼される町政を目指します。
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犯
罪
者
は
常
に
、
子
ど
も
が
１
人

に
な
る
場
面
を
ね
ら
っ
て
い
ま
す
。

通
学
、
下
校
途
中
な
ど
で
、
子
ど
も

が
１
人
で
い
る
と
き
が
危
な
い
の
で

す
。「
お
こ
づ
か
い
を
あ
げ
る
か
ら
、

い
っ
し
ょ
に
お
い
で
」
「
お
母
さ
ん

が
病
院
に
運
ば
れ
た
よ
。
い
っ
し
ょ

に
病
院
ま
で
行
こ
う
」
な
ど
、
犯
罪

者
は
、
１
人
で
い
る
子
ど
も
を
見
つ

け
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
言
葉
を
使
っ

て
子
ど
も
に
近
づ
い
て
き
ま
す
。

子
ど
も
は
基
本
的
に
大
人
を
信
用

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
子
ど
も

は
大
人
を
目
の
前
に
し
て
、
そ
の
大

人
が
不
審
な
人
物
か
ど
う
か
判
断
す

る
こ
と
が
難
し
く
、
自
ら
の
状
況
を

理
解
で
き
な
い
ま
ま
に
、
犯
罪
に
巻

き
込
ま
れ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。

た
り
、
つ
い
て
く
る
よ
う
に
言
わ
れ

た
り
し
て
も
、
決
し
て
答
え
ず
、
同

行
し
な
い
よ
う
、教
え
て
く
だ
さ
い
。

②
「
逃
げ
る
」

も
し
も
無
理
に
連
れ
て
行
か
れ
そ

う
に
な
っ
た
り
、
怖
い
と
感
じ
た
場

合
に
は
、
す
ぐ
に
そ
の
場
か
ら
逃
げ

出
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
際
、

学
校
な
ど
の
公
共
施
設
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
そ
し
て
「
こ
ど
も

１
１
０
番
の
家
」
な
ど
、
ほ
か
の
大

人
の
協
力
が
得
ら
れ
る
場
所
に
向
け

て
逃
げ
る
よ
う
、教
え
て
く
だ
さ
い
。

③
「
声
を
出
す
」

万
が
一
、
不
審
者
に
捕
ま
っ
て
し

ま
い
、
逃
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
に
は
、「
助
け
て
！
」
と
大
き
な
声

で
周
囲
に
知
ら
せ
た
り
、
防
犯
ブ
ザ

ー
を
使
用
す
る
こ
と
が
有
効
で
す
。

ま
た
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
か
ぎ

っ
て
、
大
き
な
声
が
出
な
い
、
防
犯

ブ
ザ
ー
が
う
ま
く
使
え
な
い
と
い
っ

た
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
ま
す
。
大
げ
さ

す
ぎ
る
と
考
え
ず
に
、
声
を
出
す
練

習
な
ど
を
す
る
こ
と
も
、
子
ど
も
を

守
る
大
切
な
手
段
の
１
つ
で
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
子
ど
も
が
出
か

け
る
と
き
に
は
行
き
先
と
帰
り
の
時

間
を
し
っ
か
り
報
告
さ
せ
る
。ま
た
、

地
域
内
の
人
通
り
の
少
な
い
場
所

や
、
不
審
者
な
ど
が
見
ら
れ
た
場
所

を
あ
ら
か
じ
め
子
ど
も
と
確
認
し
合

い
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
も
う
１
つ
大
切
な
の
は
、

地
域
の
大
人
の
目
で
す
。

１
人
で
遊
ん
で
い
る
子
ど
も
を
見

か
け
た
と
き
は
、
周
囲
に
不
審
な
人

物
が
い
な
い
か
確
認
し
、
不
自
然
な

よ
う
す
の
子
ど
も
連
れ
を
見
か
け
た

と
き
は
、
た
め
ら
わ
ず
に
、
ひ
と
声

か
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
自
身
と
周
囲
の
大
人
の
行

動
の
１
つ
ひ
と
つ
の
積
み
重
ね
が
、

子
ど
も
を
犯
罪
か
ら
守
る
こ
と
に
つ

な
が
る
の
で
す
。

「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
」

は
、
子
ど
も
が
犯
罪
や
ト
ラ
ブ

ル
に
巻
き
込
ま
れ
そ
う
に
な
っ

た
と
き
に
、
助
け
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
場
所
と
し
て
、
平

成
１３
年
度
か
ら
地
域
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

普
段
か
ら
、
通
学
路
な
ど
に

あ
る「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
」

の
場
所
を
確
認
し
て
お
く
こ
と

も
、
子
ど
も
を
犯
罪
か
ら
守
る

大
切
な
手
段
の
１
つ
で
す
。

「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
」

と
は
？

１
人
の
と
き
に
ね
ら
わ
れ
る

子
ど
も
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
な

い
た
め
に
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
、

子
ど
も
が
、
そ
の
身
を
自
分
自
身
で

守
れ
る
よ
う
、
し
っ
か
り
と
そ
の
対

処
方
法
を
教
え
る
こ
と
が
大
切
で

す
。実

際
に
、
知
ら
な
い
人
に
声
を
か

け
ら
れ
た
り
、
ど
こ
か
に
連
れ
て
行

か
れ
そ
う
に
な
っ
た
り
し
た
と
き
、

次
の
３
つ
の
行
動
が
、
犯
罪
か
ら
子

ど
も
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。

①
「
行
か
な
い
」

犯
罪
者
は
、
親
族
や
学
校
関
係
者

を
装
う
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
で

子
ど
も
に
近
づ
い
て
き
ま
す
。
ど
ん

な
と
き
で
も
、
「
知
ら
な
い
人
に
は

絶
対
に
つ
い
て
行
か
な
い
」
を
徹
底

し
、
知
ら
な
い
人
に
名
前
を
聞
か
れ

子
ど
も
を
守
る
「
３
つ
の
約
束
」

地
域
で
守
る

行
か
な
い
、逃
げ
る
、声
を
出
す

子
ど
も
を
守
る「
３
つ
の
約
束
」

最
近
、
子
ど
も
を
ね
ら
っ
た
犯
罪
報
道
を
目
に
す
る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。
昨
年
、
町
内
で
も
、
下
校
途

中
１
人
に
な
っ
た
と
こ
ろ
を
、
車
に
乗
っ
た
不
審
者
に
声
を
か
け
ら
れ
る
と
い
う
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。
勝

央
町
で
は
、
子
ど
も
を
守
る
た
め
、
昨
年
度
か
ら
防
犯
ブ
ザ
ー
を
小
学
生
全
員
に
貸
与
し
て
い
ま
す
が
、
い
ざ

と
い
う
と
き
の
た
め
の
心
が
ま
え
を
、
普
段
か
ら
子
ど
も
に
教
え
て
お
く
こ
と
も
必
要
で
す
。
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こ
の
制
度
は
、
任
意
加
入
の
国
民

年
金
に
未
加
入
だ
っ
た
た
め
、
障
害

基
礎
年
金
等
を
受
給
し
て
い
な
い
障

害
者
に
対
し
て
、
福
祉
的
措
置
で
の

救
済
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

▼
対
象
者

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

で
、
当
時
、
任
意
加
入
し
て
い
な
か

っ
た
期
間
内
に
初
診
日
が
あ
り
、
現

在
、
障
害
基
礎
年
金
１
、
２
級
相
当

の
障
害
に
該
当
す
る
人
。

①
平
成
３
年
３
月
３１
日
以
前
に
お
い

て
任
意
加
入
対
象
で
あ
っ
た
学
生

②
昭
和
６１
年
３
月
３１
日
以
前
に
お
い

て
任
意
加
入
対
象
で
あ
っ
た
被
用

者
の
配
偶
者

▼
支
給
額

１
級：

月
額
５
万
円

２
級：

月
額
４
万
円

・
毎
年
度
物
価
の
変
動
に
応
じ
て
改

定
さ
れ
ま
す
。

・
所
得
に
よ
り
支
給
を
制
限
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
老
齢
年
金
等
受
給
の
場
合
は
支
給

を
制
限
さ
れ
ま
す
。

▼
申
請
窓
口

勝
央
町
役
場
町
民
課

※
申
請
は
４
月
中

▼
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
町
民
課

�
３８
―
３
１
１
６

津
山
社
会
保
険
事
務
所

�
２２
ー
７
１
１
６

国
民
年
金
特
別
障
害
給
付
金
制
度
が

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

土
地
や
家
屋
の
評
価
額
等
を
登
録

し
て
い
る
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦

覧
を
行
い
ま
す
。

▼
期
　
間
　

４
月
１
日（
金
）〜
５
月
３１
日（
火
）

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

▼
縦
覧
場
所
　

勝
央
町
役
場
税
務
課

▼
持
参
物

印
か
ん

▼
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
税
務
課

�
３８
―
３
１
１
４

固
定
資
産
課
税
台
帳
の

縦
　
覧

今
回
は
、
「
子
ど
も
と
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止
」
を
基
本
と
す
る
ほ

か
、「
２
輪
車
の
安
全
利
用
の
推
進
」

と
「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底
」
を

全
国
重
点
と
定
め
、
交
通
安
全
運
動

を
推
進
し
ま
す
。

ゴールデンウィーク期間中の４月
２９日（金）、５月３日（火）～５日（木）
は祝日のため、ゴミ収集はお休みし
ます。
この期間中にゴミ収集があたって

いる地区は、次の日程で燃えるゴミ
だけを収集します。

ゴールデンウィークのゴミ収集 �問い合わせ先

勝央町役場環境保健課　�３８－７１０２

４月２９日（金）

ゴミ収集地区

５月３日（火）

ゴミ収集地区

５月４日（水）・５日（木）

ゴミ収集地区

↓ ↓ ↓
４月２８日（木）

燃えるゴミだけ収集

５月２日（月）

燃えるゴミだけ収集

５月６日（金）

燃えるゴミだけ収集

■箏曲集邦会記念演奏会
４月１７日（日）１２時３０分～１６時

入場料‥無料

主　催‥箏曲集邦会

■映画「北の零年」
４月２３日（土）

第１回 １０時～

第２回 １３時３０分～

一　般………１，０００円

高校生以下… ８００円

前売り券・当日券は同額

※主催…勝央町教育委員会

■映画「ハウルの動く城」
４月２４日（日）

第１回 １０時～

第２回 １３時３０分～

前売り券

一　般……………１，３００円

大学生・高校生…１，２００円

３歳～中学生…… ８００円

当 日 券……１，５００円（一般）

※主催…勝央町教育委員会

■問い合わせ先
勝央町公民館　�３８－２５８０

勝央美術文学館　�３８－０２７０

■入場券販売
勝央町教育委員会主催の入場券の

販売は、勝央町公民館及び勝央美術

文学館で行います。

勝央文化ホールイベント案内

４
月
６
日（
水
）〜
１５
日（
金
）の
１０
日
間
は
、

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
で
す

おかやま国体まであと２０５日 2005.4月号�し�う�う�お�ょ�し�う�う�お�ょ�
広
報� 2200

役場へのメール

４月から役場のメールアド
レスの＠以下が変わります。
@town.shoo.okayama.jpが

@town.shoo.lg.jpに

総 務 課
soumu@town.shoo.lg.jp

産 業 課
sangyou@town.shoo.lg.jp

建 設 課
kensetsu@town.shoo.lg.jp

税 務 課
zeimu@town.shoo.lg.jp

町 民 課
choumin@town.shoo.lg.jp

下水道課
gesuidou@town.shoo.lg.jp

出 納 室
suitou@town.shoo.lg.jp

福 祉 課
fukushi@town.shoo.lg.jp

環境保健課
kankyouhoken

@town.shoo.lg.jp

教育委員会
学　事　課
gakuji@town.shoo.lg.jp

社会教育課
syakaikyouiku

@town.shoo.lg.jp

議会事務局
gikai@town.shoo.lg.jp

水 道 課
suidou@town.shoo.lg.jp

募
集�

平
成
１７
年
度
第
１
回
の
危
険
物
取

扱
者
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。

▼
試
験
日

６
月
１２
日（
日
）

▼
試
験
種
類

甲
種
、
乙
種
１
〜
６
類
、
丙
種

▼
試
験
会
場

岡
山
市
、
倉
敷
市
、
津
山
市

▼
受
付
期
間

４
月
１８
日（
月
）〜
２８
日（
木
）

▼
受
験
料

甲
種
　
５
千
円

乙
種
　
３，
４
０
０
円

丙
種
　
２，
７
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
消
防
防
災
課
消
防
班

�
０
８
６
―
２
２
６
―
７
２
９
５

（
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
岡

山
県
支
部

�
０
８
６
―
２
７
１
―
６
７
２
７

危
険
物
取
扱
者

試
　
験

お
知
ら
せ�

税
関
で
は
、
お
預
か
り
し
て
い
る

次
の
通
貨
（
紙
幣
）
・
証
券
な
ど
を

お
返
し
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
心
当

た
り
の
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
返
還
さ
れ
る
も
の

終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て

来
ら
れ
た
人
が
、
上
陸
港
の
税
関
、

海
運
局
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
（
紙

幣
）
・
証
券
な
ど
。
外
地
の
集
結
地

に
お
い
て
総
領
事
館
な
ど
に
預
け
ら

れ
た
証
券
な
ど
の
う
ち
日
本
に
送
還

さ
れ
た
も
の
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

〒
７
０
６
―
０
０
１
１

玉
野
市

宇
野
１
―
８
―
１

宇
野
税
関
支
署

管
理
課

�
０
８
６
３
―
３１
―
５
３
７
５

春を彩るクラシックカーパレード
「ポンテ・ペルレ２００５」（東和薬品（株）
などの実行委員会主催、勝央町など後
援）が今年も勝央町にやって来ます。
このイベントは、阪神・淡路大震災

からの復興と明石海峡大橋開通を記念
して、７年前から開催され、世界のク
ラシックカー１００台が参加するパレー
ドです。芸能人の参加もあります。
■４月２３日（土）１７時～１８時

ノースヴィレッジ
園内道路をゆっくり走るタイムレー

ス開催。
■４月２４日（日）９時～１０時
東和薬品（株）岡山工場

（太平台３４－２）
スタートセレモニー開催

■問い合わせ先
勝央町役場産業課
�３８－３１１２
公式サイト
http://www.ponte-perle.com

終
戦
当
時
の

引
揚
者
の
人
へ

世界のクラシックカーがやってくる
ポンテ・ペルレ２００５

おかやま国体まであと２０５日

金時健康マラソン大会フォト（３／６）
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▲昨年のようす



４
　
月
　
　
　
日（
水
）�

４
　
月
　
　
　
日（
木
）�

４
　
月
　
　
　
日（
金
）�

５
月
６
日（
金
）（
補
充
）�

時　　間�
9：00～ 9：25

9：40～ 9：55

10：05～10：25

10：35～10：45

10：50～11：00

11：10～11：30

11：40～11：50

13：15～13：20

13：30～13：45

13：55～14：10

14：20～14：35

9：00～ 9：15

9：25～ 9：35

9：45～ 9：55

10：00～10：15

10：25～10：50

11：00～11：15

11：25～11：35

11：45～12：00

13：15～13：50

14：00～14：15

9：00～ 9：15
9：25～ 9：40
9：50～10：00

10：10～10：15

10：20～10：30

10：45～11：00

11：10～11：25

11：35～11：45

13：20～13：35

13：40～13：50

14：00～14：10

14：20～14：30

14：45～15：00

15：15～15：30

9：00～ 9：15

9：25～ 9：40

9：55～10：05

10：10～10：20

10：30～10：40

10：50～11：00

11：10～11：20

11：30～11：40

11：55～12：10

場　　　　　所�
更 生 コ ミ ュ ニ テ ィ ハ ウ ス�

神五郎コミュニティハウス�

鳥 羽 野 公 会 堂�

植月北田中コミュニティハウス�

植 月 北 教 育 集 会 所�

植月コミュニティセンター�

河 内 公 会 堂�

福 吉 逧 三 叉 路�

福 吉 コ ミ ュ ニ テ ィ ハ ウ ス�

Ｊ Ａ 勝 英 高 取 支 店�

為 本 コ ミ ュ ニ テ ィ ハ ウ ス�

畑 屋 多 目 的 研 修 集 会 所�

東吉田コミュニティハウス�

小矢田田中　下山弘道氏宅前�

小矢田コミュニティハウス�

黒 土 コ ミ ュ ニ テ ィ ハ ウ ス�

岡 コ ミ ュ ニ テ ィ ハ ウ ス�

ＪＡ勝英勝間田支店給油所裏�

平 コ ミ ュ ニ テ ィ ハ ウ ス�

勝 央 町 役 場 前�

長良台コミュニティハウス�

田 井 コ ミ ュ ニ テ ィ ハ ウ ス�
美 野 公 会 堂�
曽 井 コ ミ ュ ニ テ ィ ハ ウ ス�

大 岩 公 会 堂�

上 香 山 公 会 堂�

豊久田下コミュニティハウス�

豊 久 田 中 教 育 集 会 所�

豊久田上コミュニティハウス�

河 原 倉 庫�

河原５区ゴミステーション前�

Ｊ Ａ 勝 英 古 吉 野 支 店 裏�

中石生コミュニティハウス�

下町川コミュニティハウス�

下石生コミュニティハウス�

勝 央 町 役 場 前�

黒 土 コ ミ ュ ニ テ ィ ハ ウ ス�

美 野 公 会 堂�

Ｊ Ａ 勝 英 吉 野 支 店�

Ｊ Ａ 勝 英 古 吉 野 支 店 裏�

更 生 コ ミ ュ ニ テ ィ ハ ウ ス�

鳥 羽 野 公 会 堂�

植月コミュニティセンター�

Ｊ Ａ 勝 英 高 取 支 店�

日程�

２２�

２１�

２０�
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生後３カ月を過ぎた犬は
登録と狂犬病予防注射が必要です
登録は一生に１度、狂犬病予防注射は毎年必要です。

登録済みの犬は、予防注射のみを受けてください。

■料　金　登録料３，０００円、注射料２，８００円

※つり銭のいらないようにご協力ください。

■お越しの際は、役場からお送りしているハガキをご持参

ください。

■問い合わせ先

勝央町役場環境保健課　�３８－７１０２

犬
を
飼
う
と
き
は
次
の
こ
と
を
必
ず
守

り
ま
し
ょ
う
。

●
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
ま
し

ょ
う
。

・
生
後
９１
日
以
上
の
犬
は
、
登
録
と
狂
犬

病
予
防
注
射
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

・
鑑
札
と
注
射
済
票
は
、
必
ず
首
輪
に
つ

け
ま
し
ょ
う
。

・
飼
い
主
が
変
わ
っ
た
り
、
犬
が
死
ん
だ

場
合
は
、
届
出
が
必
要
で
す
。

●
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

放
し
飼
い
は
近
所
の
迷
惑
に
な
る
だ
け

で
な
く
、
事
故
を
引
き
起
こ
す
原
因
に
な

り
ま
す
。
散
歩
の
と
き
は
、
く
さ
り
や
綱

で
つ
な
ぎ
、
十
分
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る

人
が
行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
フ
ン
の
後
始
末
は
飼
い
主
が
責
任
を
持

っ
て
し
ま
し
ょ
う
。

フ
ン
の
後
始
末
は
飼
い
主
の
責
任
で
あ

り
、
義
務
で
も
あ
り
ま
す
。
散
歩
す
る
と

き
は
、
必
ず
フ
ン
の
後
始
末
が
で
き
る
よ

う
な
用
意
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
犬（
動
物
）に
関
す
る
相
談
窓
口

岡
山
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

�
０
８
６
７
―
２４
―
９
５
１
２

あ
な
た
は
犬
の
飼
い
方
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
い
ま
す
か
？

4月から
奈義町、旧勝田町の医療機関も
日曜当番医になります

今まで勝央町の日曜当番医は勝田郡南部区域で、町内の

医療機関でしたが、４月からは、市町村合併により、勝田

郡（勝央町、奈義町）、旧勝田町の区域に拡大します。

このため、奈義町、旧勝田町の医療機関も日曜当番医に

なりますのでご注意ください。

（日曜当番医はまちと我が家のカレンダーに掲載していま

す）
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国民年金は、２０歳以上６０歳未満のす

べての人（第１号～第３号被保険者）

が加入して、基礎年金を受け取る制度

で、自営業者や学生の人など（第１号

被保険者）は、国民年金の保険料を国

（社会保険庁）に納めます。

平成１６年度の保険料は、１３，３００円でしたが、４月か

ら毎年２８０円ずつ引き上げ、平成２９年４月以降の保険

料は月額１６，９００円で固定されます。

■これからの保険料

平成１７年度　　　１３，５８０円

平成１８年度　　　１３，８６０円

平成１９年度　　　１４，１４０円

…

平成２９年度以降　１６，９００円

※引き上げ額２８０円は、物価や賃金の伸びにより変

更になることがあります。

詳しくは、津山社会保険事務所（�２２－７１１６）

へお問い合わせください。

■町社会福祉協議会へ
◇黒　土　里見　　實（亡母　江美子）

桜台桜会にも

◇　岡　　木村　　泉（亡妻　勝代）

◇植月東　佐古　和男（亡父　九朔）
植月東老人クラブ

◇植月北　酒本　敏男（亡母　恒子）
高根地区、南光荘にも

◇植月北　末田　春一（亡母　良子）
植月北老人クラブにも

◇石　生　　幡　洋三（亡母　歌子）

■河原１～４区へ
◇河　原　竹内幸太郎（亡子　幸雄）

■勝央町へ
◇美　野　丸尾　行雄　明治時代の消防用手押

しポンプ、桶

◇河　原　石川　弘子　一般寄付

人の動き 平成１７年３月１日現在

人　口　１１，５５６人（前月比　－１０）

男　５，５６４人　　女　５，９９２人

世帯数　３，８５９世帯（前月比　＋３）

４月から国民年金保険料が
引き上げられます

毎年度２８０円ＵＰ!!

ご寄付ありがとうございました
（敬称略）

���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���

勝

央

短

歌

会

二

月

例

会

詠

草

抄�

枕
辺
の
夫
の
遺
作
の
孫
の
手
に
背
を
掻
け
ば
懐
ふ
そ
の
大
き
掌
を

青
井
千
賀
江

森
は
な
べ
て
風
が
倒
せ
し
鎮
守
な
れ
社
は
厳
か
に
わ
が
祈
り
受
く

石
川
　
　
都

「
姉
さ
ん
と
行
く
同
窓
会
を
幸
せ
」
と
伴
ふ
妹
も
今
年
還
暦

板
倉
　
淑
子

「
蕭

蕭

し
ょ
う
し
ょ
う

」
の
二
文
字
を
探
す
も
ど
か
し
さ
薄
き
視
力
に
ま
た
辞
書
を
繰
る

板
坂
多
美
子

握
手
せ
し
曾
孫
の
そ
の
手
冷
え
を
れ
ば
そ
の
ま
ま
吾
の
懐
に
抱
く

植
月
　
郁
子

し
ん
し
ん
と
雪
も
よ
ひ
く
る
寒
の
入
り
庭
の
金
柑
に
傘
を
さ
し
や
る

植
月
　
澄
子

蝋
梅
と
椿
を
挿
し
て
寒
に
入
る
今
日
の
ト
イ
レ
に
こ
こ
ろ
安
め
ぬ

大
土
井
菊
子

鯉
購
ひ
て
そ
の
名
親
し
き
山
古
志
に
春
の
七
草
燃
ゆ
る
日
は
い
つ

岸
本
　
睦
美

重
連
の
凧
中
空
に
定
ま
れ
ば
意
志
あ
る
も
の
の
安
息
に
見
ゆ

河
本
　
啓
子

「
お
昼
よ
」
と
喚
べ
ば
谺
を
返
し
た
る
植
林
の
樹
樹
は
な
べ
て
折
れ
伏
す竹

久
　
郁
子

古
文
書
に
意
志
輝
か
す
夫
な
れ
ど
オ
ー
ル
バ
ッ
ク
の
黒
髪
は
過
去

竹
久
　
英
子

坂
道
に
い
く
度
わ
れ
の
止
ま
り
て
病
み
て
癒
え
た
る
夫
の
足
待
つ

寺
坂
　
　
満

戦
友
の
贈
り
給
ひ
し
寒
椿
し
ろ
じ
ろ
咲
き
て
兄
の
六
十
回
忌

濱
田
　
君
子

咲
か
む
日
を
胸
に
数
へ
て
剪
定
を
終
へ
た
る
桃
の
梢
を
下
り
ぬ

田
と
よ
子

磨
ぎ
し
鎌
爪
の
上
に
て
た
し
か
む
る
母
に
農
婦
の
貎
が
蘇
り
ぬ

田
み
や
子

天
気
図
に
雪
達
磨
見
れ
ば
北
陸
に
転
勤
せ
し
子
の
今
日
を
懐
ひ
ぬ

檜
尾
ふ
さ
子

屋
根
の
雪
な
だ
る
る
音
も
仄
ほ
の
と
屠
蘇
の
沁
み
た
る
躯
に
心
地
よ
し福

田
　
治
子

「
老
い
先
の
短
か
」
と
友
の
賀
状
来
ぬ
然
れ
ば
余
生
を
如
何
に
過
ご
さ
む福

島
　
文
子

東
京
も
雪
ふ
る
と
い
ふ
今
日
な
れ
ば
地な

震ゐ

に
苦
し
む
村
は
如
何
に
ぞ

水
島
さ
だ
み

地な

震ゐ

に
倒
れ
津
波
に
打
た
れ
し
み
ん
な
み
の
人
に
捧
げ
む
祈
り
さ
へ
な
し

光
石
　
和
子

眉�濱�眉�濱�

国
民
年
金

だ
よ
り

おかやま国体まであと２０５日

廣
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ま
ち
の
花
つ
つ
じ

ま
ち
の
木
か
　
し

は
、
入
学
以
来
の
思
い
出
深

い
数
々
の
行
事
を
振
り
返
り

卒
業
の
喜
び
と
一
抹
の
寂
し

さ
の
心
情
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
感
涙
に
む
せ
ぶ
久
保

さ
ん
の
姿
は
卒
業
生
を
は
じ

め
出
席
者
の
心
に
強
く
響

き
、
感
動
の
卒
業
式
と
な
り

ま
し
た
。

卒
業
生
た
ち
は
、
伝
統
あ

る
勝
間
田
高
校
の
卒
業
生
と

し
て
の
誇
り
を
胸
に
地
域
を

支
え
る
人
材
と
し
て
活
躍
し

て
く
れ
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。

内
け
ん
玉
大
会古吉

野
小
学
校

校

卒

▼
今
月
の
表
紙
は
、
３
月
１２
日
に
行
わ
れ

た
勝
央
中
学
校
卒
業
式
の
よ
う
す
で
す
。

３
年
間
慣
れ
親
し
ん
だ
学
舎
に
別
れ
を
告

げ
、
自
分
の
選
ん
だ
道
を
歩
ん
で
い
こ
う

と
す
る
姿
は
と
て
も
感
動
的
で
し
た
。

▼
私
事
で
す
が
、
先
日
、
岡
山
県
広
報
協

会
か
ら
広
報
功
労
者
表
彰
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
通
算
７
年
以
上
広
報
活
動
経
験
を

有
す
る
者
の
う
ち
、
功
労
が
認
め
ら
れ
た

者
に
贈
ら
れ
る
表
彰
で
す
が
、
単
に
長
年

広
報
担
当
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
だ

け
の
こ
と
で
、
お
こ
が
ま
し
い
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
反
面
、
大
人
に
な
っ
て

評
価
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
い
で
す
か
ら
、

表
彰
さ
れ
る
っ
て
、
う
れ
し
い
で
す
ね
。

手
探
り
し
な
が
ら
無
我
夢
中
で
や
っ
て
き

た
こ
の
１０
年
間
に
対
し
て
、
皆
様
か
ら
い

た
だ
い
た
ご
褒
美
だ
と
思
っ
て
、
こ
れ
か

ら
も
一
層
励
み
ま
す
。

。本

▼
左
の
写
真
は
、
昨
年
の
広
報
紙
１０
月
号

の
表
紙
写
真
で
す
。
こ
の
写
真
で
、
平
成

１６
年
度
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
一
枚
写
真
の
部

で
特
選
を
受
賞
し
ま
し
た
。
敬
老
会
で
の

と
て
も
素
敵
な
笑
顔
に
、
思
わ
ず
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
押
し
ま
し
た
。
自
分
な
り
に
手
応

え
を
感
じ
て
は
い
ま
し
た
が
、
ま
さ
か
特

選
と
は
、
驚
き
と
喜
び
で
胸
が
い
っ
ぱ
い

で
す
。
こ
れ
も
、
広
報
紙
を
応
援
し
て
く

だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て

い
ま
す
。
広
報
紙
担
当
と
し
て
５
年
目
、

節
目
の
年
に
こ
の
よ
う
な
賞
を
い
た
だ

き
、
心
機
一
転
！
…

あ
と
が
き

業
式
挙
行
さ
れ
る

勝
間
田
高
校

卒業証書が手渡されました

基本的な生活習慣
今の子どもたちは、小学校入学

前からいろいろの体験をし、かな
り社会性を身につけているように
見えます。

しかし、現実には学校生活にう
まく溶け込めない子どもが、かな
りいます。
▼親は学校での勉強のほうに目が
いきがちで、家庭でのしつけを見
落とすことがあります。

起床、衣服の着脱、あいさつ、
言葉遣い、食事、排便、約束を守
るなどの基本的な生活習慣を身に
つけないと、学校や家庭での生活
がうまくいきません。
▼基本的なことが身につくと、生
活態度が落ち着いて、人の話がし
っかり聞け、学習もよくできるよ
うになります。

（教育委員会）

マ

中
で
自
分
の
力
を
出
し
切
る

こ
と
が
難
し
い
で
す
。

特
に
、
Ｓ
ク
ラ
ス
（
３
段

の
部
）
で
は
、
難
し
い
技
の

１
回
転
飛
行
機
を
２
回
連
続

で
成
功
さ
せ
る
な
ど
、
ま
わ

り
の
子
ど
も
た
ち
も
驚
い
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
各
ク
ラ

ス
の
決
勝
戦
の
う
ち
、
３
ク

ラ
ス
が
タ
イ
ム
競
技
の
勝
負

と
な
り
、
実
力
伯
仲
（
は
く

ち
ゅ
う
）
の
大
接
戦
と
な
り

ま
し
た
。
正
確
さ
と
速
さ
が

求
め
ら
れ
る
の
で
大
変
で

す
。
ど
の
子
も
、
真
剣
に
一

生
懸
命
頑
張
る
姿
が
素
晴
ら

し
か
っ
た
で
す
。

古
吉
野
小
学
校
で
は
、
平

成
元
年
に
今
の
校
舎
が
建
築

さ
れ
た
と
き
か
ら
全
校
で
け

ん
玉
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
あ
せ
ら
ず
、
あ
わ
て
ず
、

あ
き
ら
め
ず
」
を
大
切
に
し

て
、
子
ど
も
自
身
が
め
あ
て

を
持
ち
、
次
の
段
や
級
を
目

指
し
て
努
力
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
今
年
初
め
て
、

全
校
で
け
ん
玉
大
会
を
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
３
段

か
ら
１０
級
ま
で
が
５
ク
ラ
ス

に
分
か
れ
、
学
年
も
男
女
も

関
係
な
く
、
自
分
の
段
や
級

で
他
の
学
年
と
予
選
会
や
試

合
を
し
ま
し
た
。
緊
張
し
た

３
月
１
日
、
勝
間
田

高
校
体
育
館
に
お
い

て
、
第
１
０
１
回
卒
業

証
書
授
与
式
が
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
、

卒
業
生
の
門
出
を
祝
福

す
る
か
の
よ
う
な
好
天

に
恵
ま
れ
、
１
７
４
人

が
３
年
間
慣
れ
親
し
ん

だ
学
舎
か
ら
巣
立
っ
て

い
き
ま
し
た
。

生
徒
会
長
の
堀
内
さ

ん
は
送
辞
の
中
で
、

「
卒
業
生
の
『
や
る
と

き
に
は
や
る
』
と
い
う

姿
勢
に
刺
激
を
受
け
た
」
と

述
べ
、
先
輩
た
ち
の
前
途
に

エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

ま
た
、
卒
業
生
代
表
と
し

て
答
辞
を
述
べ
た
久
保
さ
ん

校内けん玉大会優勝者
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スポーツ少年団入団式�
（9：00開会　公民館前駐車場）�

勝田郡消防操法訓練大会�
（9：00～　奈義町総合運動公園）�

□自ファーマーズ朝市＆フリーマーケット�
（9：00～14：00　ノースヴィレッジ）【Ｐ15参照】�

陶芸入門講座②（10：00～　公民館）�
ポンテ・ペルレ2005�
（9：00～10：00　東和薬品（株）岡山工場）�

【Ｐ20参照】�
◯詳ウォーキングの集い�

（9：00　古吉野コミュニティセンター集合）�

�

�

女性週間　交通安全の日　米の日�

土用　家庭の日�

�

月（MON）�

�

保育園保育開始�

�

�

�

�

��

�

�

�

�

メートル法公布記念日�

発明の日�

交通安全の日�

火（TUE）�

�

陶芸入門講座受付開始�
【折り込みの�

「平成17年生涯学習講座案内」参照】�

�

�

�

�

清明�

�

�

�

水（WED）�

小・中学校始業式�

□自親子遊びの集い�
（10：00～11：00　高齢者福祉センター）�

�

◯詳乳児健診�
（受付13：00～13：20　　　　　　　�

総合保健福祉センター）�

□自おはなしたいむ�
（11：00～　勝央図書館）【Ｐ14参照】�

□自赤ちゃん広場�
（10：30～11：30　高齢者福祉センター）�

�
�
�
�
※29日（金）のゴミ収集地区は28日（木）に
　燃えるゴミだけを収集します【Ｐ21参照】�

�

春の全国交通安全運動【P21参照】�

�

穀雨　郵政記念日　郵便週間�

木（THU）�

�

町内各小学校入学式�

�

�

�

世界保健デー�

�

�

�

金（FRI）�

�

中学校入学式�

愛育・栄養委員会総会、研修会�
（13：00～　総合保健福祉センター）�

◯詳育児相談�
（13：30～　総合保健福祉センター）�

�

�

�

�

�

みどりの日� �

土（SAT）�

�

□自おはなしたいむ�
（11：00～　勝央図書館）【Ｐ14参照】�

�

陶芸入門講座①（10：00～　公民館）�
「優しいまなざし－鳥家やよいの世界－」�

（～5/8　勝央美術文学館）【Ｐ15参照】�
コレクション展「郷土の画家たち」�
（～6/19　勝央美術文学館）【Ｐ15参照】�

「木村　毅の色紙」�
（～7/18　勝央美術文学館）【Ｐ15参照】�
ポンテ・ペルレ2005�
（17：00～18：00　ノースヴィレッジ）�

【Ｐ20参照】�

�

�

3
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17

24

�

4

11

18

25

�

5

12

19

26

�

6

13

20

27

�

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

�

�

�

�

日（SUN）�

2005年�
※変更になる場合がありますのでお問い合わせください。�
　防災無線でもお知らせいたします。�
　勝央町のホームページでも見ることができます。�
□自…誰でも参加・入場できます。◯詳…裏面の詳細をご覧ください。�

当�
当�
番�
医�
医�

　　長尾医院（勝央町美野）�
　　（38－6565）（9：00～17：00）�
　役場日曜窓口業務（8：30～12：00）�

当�
当�
番�
医�
医�

　　大村医院（勝央町勝間田）�
　　（38－2058）（9：00～17：00）�
　役場日曜窓口業務（8：30～12：00）�

当�
当�
番�
医�
医�

　　さとう記念病院（勝央町黒土）�
　　（38－6688）（9：00～17：00）�
　役場日曜窓口業務（8：30～12：00）�

当�
当�
番�
医�
医�

　　小林医院（勝央町岡）�
　　（38－2008）（9：00～17：00）�
　役場日曜窓口業務（8：30～12：00）�

月�
月に納めていただくもの�4

ホームページアドレス　http://www.town.shoo.okayama.jp

しょうおううおう�しょうおう�

� � �

日�

�

3

10

17

5/75/65/55/45/35/25/1

24

月�

�

4

11

18

25

火�

�

5

12

19

26

水�

�

6

13

20

27

木�

�

7

14

21

28

金�

1

8

15

22

29

土�

2

9

16

23

30

今月の休館日　図書館（　）・美術文学館（　）�

軽 自 動 車 税………全期分�

メーデー　八十八夜�

�
�
�
�

　�
�

5/1 �

�

5/2 憲法記念日�

�

5/3 国民の休日�

�

5/4 こどもの日�

�

5/5

当�
当�
番�
医�
医�

　　さとう記念病院（勝央町黒土）�
　　（38－6688）（9：00～17：00）�
　役場日曜窓口業務（8：30～12：00）�

当�
当�
番�
医�
医�

　　野々上医院（奈義町滝本）�
　　（36－8282）（9：00～17：00）�

当�
当�
番�
医�
医�

　　太平台医院（勝央町平）�
　　（38－5775）（9：00～17：00）�当�

当�
番�
医�
医�

　　さとう記念病院（勝央町黒土）�
　　（38－6688）（9：00～17：00）�

※4月に納めていただく税などは　�
　　　　　　5月2日が納期限です�
※5月3日（火）のゴミ収集地区は5月2日（月）�
に燃えるゴミだけを収集します【P21参照】�

当�
当�
番�
医�
医�

　　松野内科医院（美作市真加部）�
　　（0868－77－1310）（9：00～17：00）�



と　き　平成１７年４月２４日(日)�
　　　　９：００　古吉野コミュニティセンター集合�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（約１時間３０分）　�
コース　河原梨畑から河原大いちょうを通ります。��
※集合場所が分からない人は、総合保健福祉センターに８：４０に�
　お集まりください。スタッフが先導してご案内します。�

と　き　平成１７年４月２４日(日)�
　　　　９：００　古吉野コミュニティセンター集合�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（約１時間３０分）　�
コース　河原梨畑から河原大いちょうを通ります。��
※集合場所が分からない人は、総合保健福祉センターに８：４０に�
　お集まりください。スタッフが先導してご案内します。�

主催：勝央町ウォーキングの会�
後援：いきいき金太郎健康の郷づくり推進会議�
※ウォーキングコースを募集しています。あなたのおすすめのコースを教えてください。�
　問い合わせ先：勝央町役場環境保健課（�３８－７１０２）�

ウォ
ーキングの 集 い

ウォ
ーキングの 集 い

　　保健・行事などの詳しい内容�
～カレンダーに◯詳マークがあるものの内容です～�

保�健�

38
局�

�
�
�
�
�
�
�
　　　　　　　　　　　…3116

（町施設）�
　勝央町役場�
　　総務課（代表兼）………3111�
　　産業課…………………3112�
　　建設課…………………3113�
　　税務課…………………3114�
　　町民課（国保係）………3115�
　　町民課（戸籍住民係・年金係）�
　　下水道課………………3117�
　　下水処理場……………5519�
　　出納室…………………1751�
　　議会事務局……………1754�
　　総合保健福祉センター（福祉課・環境保健課）�
　　　　　　　　　　　…7102�
　　長尾山斎場……………3820�
　　水道課…………………5522�
　勝央町教育委員会�
　　学事課…………………1752�
　　社会教育課……………1753�
　　公民館…………………2580�
　　植月コミュニティセンター…5991�
　　吉野コミュニティセンター…5974�
　　古吉野コミュニティセンター…5373�
　　高取多目的研修集会所…5119�
　　勝央美術文学館………0270�
　　勝央図書館……………0250�
　　勤労者体育センター…5471�
（保育園）�
　勝間田保育園……………2179�
　植月保育園………………2366�
　吉野保育園………………5025�
　古吉野保育園……………2838�
　高取保育園………………2655�
（学校）�
　勝間田小学校……………3188�
　植月小学校………………2313�
　吉野小学校………………2821�
　古吉野小学校……………2343�
　勝央中学校………………3148�
　勝間田高校………………3168�
（ＪＡ勝英）�
　勝央主幹支店……………3131�
　勝間田支店………………3158�
　植月支店…………………4211�
　吉野支店…………………5155�
　古吉野支店………………5148�
　高取支店…………………4165�
　経済課みどり……………3162�
（郵便局）�
　勝央郵便局………………2000�
　植月郵便局………………2300�
　豊久田簡易郵便局………3263�
　石生郵便局………………2330�
　黒坂簡易郵便局…………3533�
（その他）�
　高齢者事業団……………3111�
　社会福祉協議会…………2160�
　勝間田交番………………2666�
　石生駐在所………………5427�
　商工会……………………2500�
　森林組合…………………2178�
　し尿処理場………………2209�
　勝央清掃…………………2271�
　ノースヴィレッジ………1234�
　勝英農業共済組合………1240�
　河原ライスセンター……2475�
　勝央福祉会（勝央苑）……1880�
　南光荘……………………2171�
　勝田郡地域生活支援センター「虹」…0161

乳児健診�
�実施日�
�対象児�
�持参物�

育児相談�
�実施日�
�対象児�
�内　容�

�
27日�
平成16年8・9・10月生まれ�
母子手帳、健康診査票、生活記録票、育児アンケート�

�
25日�
平成16年11・12・平成17年1月生まれ�
身体測定、離乳食の準備、赤ちゃん遊び�

行�事�

ミ�ニ�情�報�４月の�

清明（せいめい）…24節気の1つで春先の万物が清らかで生き生きとしてくる日�
　　 　　　　　 とされる。（4／5）�

穀雨（こくう）…24節気の1つで春雨が穀物を潤し成長させることから名づけら�
　　 　　　　 れた。種まきの好期。（4／20）�

みどりの日【国民の祝日】…自然を親しむとともにその恩恵に感謝し、豊かな�
　　　　　 　　　　　　 心をはぐくむ日。（4／29）�

月�

4月�

5月�

6月�

7月�

8月�

9月�

10月�

11月�

12月�

1月�

2月�

3月�

軽自動車税�

全期分�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

固定資産税�

�

1期分�

�

2期分�

�

3期分�

�

�

4期分�

�

�

�

町県民税�

�

�

1期分�

�

2期分�

�

3期分�

�

�

4期分�

�

�

国民健康�
保険税�

�

�

1期分�

2期分�

3期分�

4期分�

5期分�

6期分�

7期分�

8期分�

9期分�

10期分�

介護保険料�
（普通徴収）�

�

�

1期分�

2期分�

3期分�

4期分�

5期分�

6期分�

7期分�

8期分�

9期分�

10期分�

上下水道料金�

�

4・5月分�

�

6・7月分�

�

8・9月分�

�

10・11月分�

�

12・1月分�

�

2・3月分�

下水道受益者�
負担金�

�

�

1期分�

�

2期分�

�

3期分�

�

4期分�

�

�

�

農業集落排水事
業受益者分担金�

�

�

1期分�

�

2期分�

�

3期分�

�

4期分�

�

�

�

�

平成17年度中の納期一覧�

※納め忘れが防げる口座振替をお勧めします。�
手続きのお問い合わせは　　　　　　　　�
勝央町役場 税 務 課　�38－3114�

福 祉 課　�38－7102�
水 道 課　�38－5522�
下水道課　�38－3117

●�

●�

●�

石生交番�

JA古吉野支店�

古吉野小学校�

●�
河原四区公会堂�

前田橋�

至真加部�

至奈義�

集合場所�
古吉野コミュニティ�

センター�




